
 

飼料作物栽培と利用の手引き 
 

 

 
 
 
 
 

令和７年３月 
長崎県畜産課 



目   次 
 
 
 
 
 

Ⅰ 飼料作物の奨励品種と特性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １ 
 
 
 
 
 

Ⅱ 飼料作物の作付体系 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ４ 
 
 
 
 
 

Ⅲ 飼料作物の栽培方法    
 
   （作物別） 
      とうもろこし         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５ 
         ソルガム             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ６ 
         スーダングラス       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ７ 
     ギニアグラス         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ８ 
     ローズグラス         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ９ 
     イタリアンライグラス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 
     エンバク       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１ 
     エンバク（年内ホールクロップ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・  １２ 
     イタリアンライグラス・エンバク混播 ・・・・・・・・・・・・・・・  １３ 
     栽培ヒエ       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １４ 
         
    稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル（第７版） 
           ～「農薬使用」の項を抜粋（R４.１改訂）～ ・・・・・・  １５ 
 
 
 
 
 

Ⅳ 草地の造成と利用 
 
    １．牧草地             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９ 
   ２．芝草地              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０ 
   ３．ネピアグラスによる草地造成と利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４１ 
 
 
 
 
 

Ⅴ 飼料米栽培こよみ 
 
    １．稲発酵粗飼料（イネＷＣＳ）栽培こよみ ・・・・・・・・・・・・・・ ４２  
   ２．稲発酵粗飼料（イネＷＣＳ）栽培こよみ（たちすずか）・・・・・・・・ ４３ 
   ３．飼料米栽培こよみ （普通期）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４４ 
 
 
 
 
 

Ⅵ 飼料作物の調製技術    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ４５  
 
 
 
 
 
 



Ⅶ 飼料生産の機械作業体系  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４８ 
 
 
 
 
 

Ⅷ 粗飼料等の分析依頼について ・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４９ 
 
 
 
 
 

Ⅸ 牧草・飼料作物品種選定試験調査基準 ・・・・・・・・・・・・・  ５８ 
 
   共通事項  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５９ 
     イタリアンライグラス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６０ 
     暖地型１年生イネ科牧草（ﾛｰｽﾞｸﾞﾗｽ・ｷﾞﾆｱｸﾞﾗｽ・ｶﾗｰﾄﾞｷﾞﾆｱｸﾞﾗｽ） ・・・・・  ６２ 
     麦類（青刈り・サイレージ用）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６４ 
     とうもろこし  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６６ 
     ソルガム（スーダングラスを含む）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６８ 
     参考資料（倒伏及び折損、病害判定基準）  ・・・・・・・・・・・・・・・ ７０ 
 
 
 
 
 

Ⅹ デタージェント分析による飼料評価法 ・・・・・・・・・・・・・ ７２ 

 
 
 
 

 

参考資料 さあ、放牧を始めよう(肉用牛放牧の手引き) ・・・・・・ ７４ 

  

参考資料 草地・飼料作物土壌及び家畜ふんたい肥について・・・・ ７７ 



飼料作物の奨励品種と特性（令和７年３月現在）

区分 作物名 商品名（登録名） 特　　　　性 備　　考 

相対熟度108 パイオニア108日（34N84） 耐倒伏性、耐折損性に優れる。乾物収量については「タカネスター」と同程度。

相対熟度110 スノーデント110(LG30500) 病害の発生が少なく、乾物収量については「パイオニア108日」と同程度。

相対熟度113 タカネスター 耐倒伏性が高い。乾物雌穂重割合が高く、収量性も安定して高い。二期作（一作目）に適する。

相対熟度114 ゴールドデントKD641 病害の発生が少なく、収量性も安定して多い。

相対熟度115 ロイヤルデントTX1334 稈長が大きく、着雌穂高が高いものの、耐倒伏性が優れる。虫害、折損も少ない。

相対熟度123 ｸﾐｱｲﾃﾞﾝﾄ123（GX5006） 乾物雌穂重割合および乾物収量が多い。

相対熟度118 スノーデント118R（SH5702） 虫害、折損が少なく、乾物収量が多い。

相対熟度118 パイオニア118日（P2088） 乾物雌穂重割合はやや低く、乾物収量が多い。

相対熟度125 Z-Corn125(ZX7956) 「ゆめそだち」に比べて、乾物雌穂重割合は低いものの、茎葉乾物収量は多く、同程度の総乾物収
量が得られる。

相対熟度125 ｻｲﾚｰｼﾞｺｰﾝNS125ｽｰﾊﾟｰ 虫害、折損が少なく、耐倒伏性、収量性が優れる。

中晩生 相対熟度127 クミアイデント127N(GX9318) 乾物雌穂割合がやや低いものの、収量性が優れる。

晩　生 相対熟度135 パイオニア135日（P3875) 耐倒伏性が高く、乾物収量が多い。

スーダン型 早生 元気ソルゴー 細茎で耐倒伏性に優れ、再生力良好。

短尺ソルゴー 病害の発生が少なく、乾物収量が多い。

ハイグレンソルゴー 乾物収量が多い。

極晩生 ﾋﾞｯｸﾞｼｭｶﾞｰｿﾙｺﾞｰ(ｼｭｰｸﾛｿﾙｺﾞｰ405) 極長稈、乾物多収、夏播きに適す。

中晩生 ｼｭｶﾞｰｸﾞﾚｲｽﾞ 草丈は低いが、茎葉が細い。乾物収量が多い。

ヘイスーダン（HSK-1) 極細茎、分げつ多く再生力旺盛で多回刈に適、安定多収型。

ロールスイートBMR 倒伏に強く、可消化乾物収量が多い。

早生 リッチスーダン(スプリント) 耐倒伏性と消化性に優れ、可消化乾物収量が多い。

中生 ベールスーダン（HS-9401) 初期成育に優れ、病害が少なく、多収。

作型・利用タイプ

春
　
夏
　
作
　
物

早　生

スーダングラス 乾草・
サイレージ

極早生

早中生

ソルガム

ソルゴー型

中　生

子実型 早中生

極早生

とうもろこし
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区分 作物名 商品名（登録名） 特　　　　性 備　　考 作型・利用タイプ

kyushu1 いもち病抵抗性が「さちあおば」より強く、9月上旬播種が可能である。「さちあおば」と比較し
て、年内草及び合計乾物収量が多い。

いもち病抵抗性

タチワセ 直立型で倒伏に強く、乾物収量も安定している。乾草用に適する。

タチマサリ 直立型で草丈が高いが、倒伏に強い。乾物収量はワセユタカ、タチワセと同等。

タチユウカ（SI-14） 直立型で倒伏に強く、乾物収量が多い。硝酸態窒素の蓄積量が少ない。 低硝酸態タイプ

タチムシャ 直立型で倒伏に強く、年内刈りから春一番までの乾物収量が多い。

タチサカエ 「タチムシャ」よりやや晩生。倒伏に強く、乾物収量は同程度。

ジャイアント 広葉で収量が多い。再生も良好で放牧利用にも適する。

マンモスイタリアンＢ（ビリケン） 広葉で収量性が高く、倒伏し易い。

ヒタチヒカリ やや直立型で広葉で再生および耐倒伏性が良好である。長期利用に適し、高い収量性を維持する。

ダイマジン 倒伏に強く、「ジャイアント」と比較して、合計乾物収量は同程度であるが、２番草は多い。

ウルトラハヤテ韋駄天
スーパーハヤテ｢隼｣よりも出穂と登熟が早く、乾物収量が多い。低温伸長性が鈍いため8月下旬か
ら9月上旬の播種に適する。

はやわざ 「ウルトラハヤテ韋駄天」よりも耐倒伏性は同等で、草丈が高く、乾物収量が多い。

スーパーハヤテ隼 極早生品種の中で出穂が最も早く、晩夏播きで年内に登熟が可能。
耐倒伏性にややかけるが、乾物収量が多い。

はえいぶき 極早生品種の中で茎数が多く、倒伏に強い。晩夏播きで年内に登熟 が可能。

アーリーキング（K78R7） 乾物収量はスーパーハヤテ「隼」と同程度だが、倒伏に強く、乾物率が高い。

夏疾風 「スーパーハヤテ隼」よりも草丈が高く、耐倒伏性、乾物収量は同等。

ヘイオーツ 生草収量、乾物収量について１番草、２番草ともに高い。

アムリⅡ 耐倒伏性、耐病性ともに強く、生草収量および乾草収量については１番草、２番草ともに多い。

ニューオールマイティ 耐倒伏性、耐病性ともに強く、生草収量および乾草収量も「アムリⅡ」同様に多い。

飼料用大麦 ワセドリ２条 年内に糊熟期に達し、晩夏播きで年内ホールクロップサイレージが可能である。

イタリアン
ライグラス

中生

中晩生

えん麦

極早生

早生

中生

晩夏まき

早生

極早生

超極早生
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区分 作物名 商品名（登録名） 特　　　　性 備　　考 作型・利用タイプ

ローズグラス カタンボラ 日長感応性が高いため、出穂は秋季に多くみられる。ほふく茎数が多く、草型はほふく型である。
夏季の乾物収量が高い。

極早生 ナツコマキ
極早生で初期生育は「ナツカゼ」並。茎数が非常に多い。機械による踏圧に強く、2番草以降の収
量が多い。

中生 ナツカゼ 出穂が遅く、稈は太く、葉幅広く長大型の多収型で踏圧に弱い。

極晩生 うーまく 出穂が極めて遅く、収穫期間が長い。乾物消化率が高く、耐倒伏性に優れる。 高消化性

バヒアグラス ペンサコラ 2倍体で葉長が長く、葉幅が狭い。低温伸長性が良好。出穂茎が多いため嗜好性がやや劣る。

ネピアグラス 矮性晩生（Dwarf Late,DL） 永年性で嗜好性が良く、収量が多い。苗での移植による。

センチピードグラス ティフブレア バヒアグラスに比べ年間収量は劣るものの、耐寒性、対陰性に優れる。シバ 型草種の中でも傾斜
地での定着性も優れる。

放牧・乾草 中生 サザンクロス 草型は叢（そう）生で、再生が良好。冠さび病に強く、耐暑性が高い。

放牧 中生 ウシブエ 草型は叢（そう）生で、再生が良好。冠さび病に強く、耐暑性が高い。

オーチャードグラス 放牧・乾草 早生 ナツミドリ
草型は叢（そう）生で、再生が極めて良好。冠さび病に強く、耐暑性、耐寒性が高いが、耐湿性が
低い。

中生 青葉ミレット 草丈が高く、多収である。耐湿性が高い。

中生 ｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ中生 耐湿性が強く、乾物収量が多い。

中生 マキバシロ 草型はほふく型で、葉幅がやや広く茎が太い。分げつが多く、再生も良好。

中生 フィア（グラスランズフィア） 草型はほふく型で、葉幅が狭く茎が細い。分げつが多く、再生も良好。

アカクローバ 採草・放牧 早生 ケンランド 草型は直立型で、耐病性、耐暑性がやや強い。再生が良好。

たちすずか
出穂は「ヒノヒカリ」より遅く、水稲の収穫後に収穫が可能。
他の品種と比べて、稈長が長く、穂長が短いため、刈遅れても倒伏しにくい。茎葉の単少糖含量が
高いことから、乳酸含量の高い良質なサイレージとなりやすく、牛の嗜好性も良好。

極短穂型

つきすずか 出穂、草丈等は、「たちすずか」並みで、縞葉枯病への抵抗性が強い。

つきことか 「たちすずか」に比べ、出穂はかなり遅い。草丈、稈長が長く、穂重割合が他品種に比べてかなり
低い。

タチアオバ
出穂は「ヒノヒカリ」より遅く、水稲の収穫後に収穫が可能。
耐倒伏性は極強で、稈長が長く、乾物収量が多い。TDN含量が低いのが欠点。

極晩生

飼料用イネ（WCS用）

トールフェスク

青刈ヒエ類 青刈・乾草

マ
メ
科
牧
草

シロクローバ 放牧

イ
ネ
科
牧
草

乾草主体

ギニアグラス 青刈・乾草

放牧・乾草

放牧・青刈・サイレージ

放牧・乾草

晩生
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Ⅱ　飼料作物の作付体系

圃場条件 作物組合せ体系 利用目的 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 留意事項

ソルガム サイレージ（サイロ） 生草 8～10t ～～ ～ ～ ～ ～ 2回刈り

イタリアン（えん麦可）
ラップサイレージ
乾草

乾物 1.0～1.2t
2回刈り
（えん麦は1回刈り）

スーダングラス ラップサイレージ 生草 5～6t ～～ ～ ～ ～ ～ 2回刈り

イタリアン
ラップサイレージ
乾草

乾物 1.0～1.2t 2回刈り

ローズグラス 乾草 乾物 0.8～1.0t ～～ ～ ～ 1回刈り

イタリアン
ラップサイレージ
乾草

乾物 1.1～1.4t 3回刈り

とうもろこし サイレージ（サイロ） 生草 6～8t ～ 1回刈り

イタリアン（えん麦可）
ラップサイレージ
乾草

乾物 1.2～1.5t
3回刈り
（えん麦は1回刈り）

～ ～

～

栽培ヒエ
ラップサイレージ
乾草

乾物 0.4～0.6t ～ ～～～ ～～

イタリアン・えん麦混播
ラップサイレージ
乾草

乾物 1.1～1.4t

イタリアン
ラップサイレージ
乾草

乾物 1.6～2.0t ～ ～～～ ～～～
３回刈り
イタリアンは晩生種

凡例：○播種  ×収穫

注１）目標収量については、多回刈の場合は合計収量とする。

注２）サイレージ（サイロ）、ラップサイレージ、乾草の調整方法は「Ⅴ．飼料作物の調整技術」を参照

　　：播種 ～　　：播種期間

　　：収穫 ：栽培期間 ～　　：収穫期間

目標収量

生草 11～14t

飼料専用畑

飼料専用畑

サイレージ（サイロ）

飼料専用畑

飼料専用畑

転作田

飼料専用畑

飼料専用畑 二期作とうもろこし

乾田の場合体系1～6を適用

～

～

～
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Ⅲ 飼料作物の栽培方法  

作物名  とうもろこし  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種   施肥成分量（㎏／１０ａ）   

収穫期  

(目標生  

草収量) 

 

 

 栽 培 上 の 要 点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

  ホ  

 

  ｜  

 

  ル  

 

  ク  

 

  ロ  

 

  ッ  

 

  プ  

 

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ  

 

 点   播  

 

 畦   幅  

 

 66～77㎝  

 

 株    間  

 

 15～25㎝  

 

  ２～３  

 

  基    肥  

 

 

  追    肥 

 

(5～6葉期) 

 

 １０  

 

 

   ６  

 

 

 

   １５  

 

 

     －  

 

     

 

  １０  

 

 

    ５  

 

   

 

 糊熟期  

 

   ～  

 

 黄熟期  

 

 (6～8t 

  /10a) 

 １．平均気温１０℃以上になっ  

  てから播種  

   （発芽最低気温６～８℃、  

  最適温度２５～２７℃）  

 

 ２．１０ａ当たりの目標株数  

   早生 8,000～9,000本  

    中生 7,000～8,000本  

    晩生 6,000～7,000本  

   程度を標準とする。  

 

 ３．種粒の大きさで播種量を加  

  減する。  

 

 ４．畦幅は刈り取り機械体系に  

  合わせて決める。  

 

 ５．鳥害防止対策  

 

 ６．雑草の多い圃場は除草剤を  

  使用する。  

 

 ７．転作田では生育初期の湿害  

  は生育を阻害するので排水対  

  策を講ずる。  

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５ｔ  

   ～２ｔ、苦土石  

  灰１００㎏程度  

   を施用。  

 

 ２．ふん尿の多年  

   連続圃場では、  

  土壌分析の結果  

  をふまえた施肥  

   設計が必要。特  

  に加里の施用量  

   に留意する。  

 １．栄養収量を高  

  めるためには黄  

   熟期刈が望まし  

  い。  

 １．雑草防除は、耕種的防  

  除が基本。  

 

 ２．雑草の多い圃場では除  

  草剤を使用する。  

 

 ３.防除薬剤  

 ･ﾈｷﾘﾑｼ→ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ粒剤5 

･ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳ→ﾃﾞﾙﾌｨﾝ顆粒

水和剤  

 ４.除草剤  

 ･ｲﾈ科雑草→ﾗｯｿｰ乳剤  

 ･畑地1年生雑草→ｹﾞｻﾞﾉﾝﾌﾛ 

  ｱﾌﾞﾙ、ｴｺﾄｯﾌﾟ乳剤、ｹﾞｻﾞ 

  ﾌﾟﾘﾑﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ﾜﾝﾎｰﾌﾟ乳剤  

 ･ｲﾁﾋﾞ→ﾍﾞﾙﾍﾞｶｯﾄ乳剤  

 

 ※農薬散布時は下記の点に  

 注意しましょう！！  

 ①散布量が多くなりすぎな  

 いように気をつける。  

 ②風の弱いときに風向に気  

 をつけて散布する。  

 ③細かすぎる散布粒子のノ  

 ズルは使わないようにし、  

 散布圧力を上げすぎないよ  

 うにする。  

 ④タンクやホースは洗いも  

 れがないようきれいに洗っ  

 ておく。  

 ⑤境界区域では農薬を散布  

 しない。  

 ⑥まわりの作物をネットや  

 シートなどで遮蔽したり一  

 時的に覆う。  

   播種期間  

   ３月下旬  

      ～  

   ８月上旬  

5



作物名  ソルガム  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

収穫期  

(目標生  

草収量) 

 

 

 栽 培 上 の 要 点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ  

 

  ・  

 

  青  

 

  刈  

 

 散  播  

 

  又は  

 

 条  播  

 

 40～75㎝  

 

   ２～３  

 

  基 肥  

 

 

  追 肥  

 

 (5～6葉期) 

 

 （刈取後）  

 

 １０  

 

  

 

 

  ６  

 

  ７  

 

   １５  

 

     

 

  １０  

 

  

 

 

   ５  

 

   ６  

 

 出穂期  

 

    ～  

 

 糊熟期  

 

 ２回刈  

 

 (8～10t 

  /10a) 

 １．播種適温（気温）１７～  

   ２０℃、生育適温３０℃前後  

 

 ２．初期生育が遅く雑草の覆圧  

   に注意。  

   基本的には耕種的な雑草防除  

   雑草の多い圃場では薬剤防除  

 

 ３．転作田では湿害に留意。  

     特に生育初期の滞水は生育  

   を阻害するので排水対策を講  

  ずる。  

 

 ４．極端な生育不良が見られる  

  場合は土壌分析を実施する。  

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５ｔ  

  ～２ｔ、苦土石  

   灰１００㎏程度  

  を施用。  

 

 ２．青刈利用の場  

  合は、基肥の窒  

  素１０㎏を元肥  

   ５㎏、１０葉期  

  ５㎏に分施して  

  もよい。  

 １．若い茎葉は、  

  家畜に有害な青  

   酸含量が高いの  

  で、草丈１ｍ以  

  上で刈り取る。  

 

 ２．窒素多施用と  

   なったものは硝  

  酸態窒素中毒が  

   危惧されるので  

   刈り取りを遅ら  

  せ熟期を進ませ  

  て刈り取る。  

 

 ３．生育初期に茎  

  葉が赤褐色のア  

  ントシアンが発  

  生して枯死、生  

  育不良になる圃  

  場は、リン酸欠  

  乏が考えられる  

  ので、土壌分析  

  してリン酸欠乏  

  の場合は水溶性  

  リン酸肥料の重  

  焼リン、過リン  

  酸石灰等を元肥  

  に施用する。  

   他の原因として  

   病気、排水不良  

   など不明な点も  

  あるので他の草  

  種を栽培する。  

 １.防除薬剤  

 ･ｱﾌﾞﾗﾑｼ→ｽﾐﾁｵﾝ乳剤・粉剤  

 

 ２.除草剤  

 ･畑地1年生雑草→ｹﾞｻﾞﾉﾝﾌﾛ 

  ｱﾌﾞﾙ、ｹﾞｻﾞﾌﾟﾘﾑﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

 

 ※農薬散布時は下記の点に  

 注意しましょう！！  

 ①散布量が多くなりすぎな  

 いように気をつける。  

 ②風の弱いときに風向に気  

 をつけて散布する。  

 ③細かすぎる散布粒子のノ  

 ズルは使わないようにし、  

 散布圧力を上げすぎないよ  

 うにする。  

 ④タンクやホースは洗いも  

 れがないようきれいに洗っ  

 ておく。  

 ⑤境界区域では農薬を散布  

 しない。  

 ⑥まわりの作物をネットや  

 シートなどで遮蔽したり一  

 時的に覆う。  

   播種期間  

   ４月下旬  

      ～  

   ８月上旬  
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作物名  スーダングラス  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

収穫期  

(目標生  

草収量) 

 

 

 栽培上の要点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

 

  乾  

 

 

  草  

 

 

  ・  

 

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ  

 

 条  播  

 

 畦  幅  

 50 

    ～  

    60㎝  

 

 散  播  

 

  ２～４  

 

 

 

 

 

 

  ６～８  

 

 基   肥  

 

 

 追   肥 

 

 

（５～６葉期） 

 

 （刈取後）  

 

 

  

 

 １０  

 

 

 １３ 

 

 

 ６ 

 

 ７ 

 

 

   

 

 

 

 

   １５  

 

 

     ０  

 

 

     ０ 

 

０ 

 

 

  １０  

 

 

  １１ 

 

 

   ５ 

 

  ６ 

 

 

 出 穂 前  

 草丈1.5m 

 前後  

    ～  

 出 穂 始  

 

  ２回刈  

 

 (6～8t 

  /10a) 

 

 １．播種適温（気温）17～20℃  

  生育適温30～40℃。  

 

 ２．雑草の被圧に注意。  

   基本的には耕種的な雑草防  

  除。  

     雑草の多い圃場では薬剤防  

  除。  

 

 １．基準量の外に  

   堆厩肥 1.5ｔ～  

   2 ｔ、苦土石灰  

   100 ㎏程度を施  

  用。  

 

 ２．追肥は、刈り  

  取り後とする。  

 

 １．若い茎葉は、  

  家畜に有害な青  

  酸含量が高いの  

  で、草丈１ｍ以  

  上で利用する。  

 

 １．雑草防除は、県防除基  

  準(ソルガム)に準ずる。  

 

 ２．病害虫防除が必要な場  

  合は県防除基準による。  

 播種期間  

 ４月下旬  

   ～  

 ８月上旬  
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作物名  ギニアグラス  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

収穫期  

(目標生  

草収量) 

 

 

 栽培上の要点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

 

  青  

 

 

  刈  

 

 

  ・  

 

 

  乾  

 

 

  草  

 

 散   播  

 

 条  播  

 

 畦  幅  

 30 

    ～  

     60㎝  

 

 １～１．５  

 

 （発芽率によ  

 り、播種量を  

 加減する。）  

 

 コート種子  

 ２～３  

 

 基   肥  

 

 

 追   肥  

 

 １０  

 

 

   ７  

 

   １０  

 

 

     ０  

 

  １０  

 

 

   ６  

 

 伸長期刈  

 １ｍ程度  

 

  ２回刈  

 

 (6～8t 

  /10a) 

 

 １．播種適温は平均気温１８℃  

  前後。  

 

 ２．発芽率を上げるため、休眠  

  覚醒処理としてジベレリン処  

  理が有効。  

 （ジベレリン 100mgを水１㍑に  

  溶かし、種子を一昼夜浸漬す  

  る。）  

 

 ３．砕土、整地はていねいに行  

  う。  

 

 ４．覆土は２㎝以上にならない  

  ように浅くし、強く鎮圧する  

 

 １．基準量の外に  

  堆厩肥１．５ｔ  

   ～２ｔ、苦土石  

  灰１００㎏程度  

  を施用。  

 

 ２．施肥は基肥と  

  刈り取り後の追  

  肥に分施。  

 

 １．地際から10㎝  

  の高さで刈り取  

  る。  

 

 ２．刈り取りの間  

  隔を長くすると  

  高草丈による倒  

  伏、刈遅れによ  

  る茎の硬化がお  

  こるので注意が  

  必要。  

 

 ３．機械作業によ  

  る株の損傷に弱  

  いので、機械作  

  業の運行回数を  

   極力抑えること  

 

 播種期間  

 ４月下旬  

   ～  

 ６月中旬  
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  作物名  ローズグラス  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

収穫期  

(目標生  

草収量) 

 

 

 栽 培 上 の 要 点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

 

  乾  

 

 

  草  

 

 散 播  

 

 １.５～２  

 

  基 肥  

 

 

  追 肥 

 

（刈取後）  

 

 

 １０  

 

 

  ７ 

 

   

 

   １０  

 

 

     ０  

 

  １０  

 

 

   ６  

 

   

 

 草丈１ｍ  

 前後  

 

  ２回刈  

 

 (4～6t 

  /10a) 

 １．播種適温１７～１８℃  

     生育適温３０～３５℃  

     ２０℃で生育緩慢  

 

 ２．発芽が悪い傾向があるので  

   次の点に留意し播種する。  

  （１） 施肥、耕起整地を前も  

    って実施。  

  （２） 降雨を予測して播種。  

       極く浅く耕うんして播種  

    し、シバハローで覆土。  

  （３） ローラーで鎮圧。  

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５～  

   ２ｔ、苦土石灰  

   １００㎏程度を  

   施用。  

 １．地際から１０  

   ㎝程度の高さで  

   刈り取る。  

 

 ２．圃場で乾草調  

   製する場合、圃  

   場に３日以上置  

   くと株が枯死す  

   るおそれがある  

   ので注意。  

 １.病害虫防除が必要な場  

  合は県防除基準による。  

   播種期間  

   ５月中旬  

      ～  

   ７月中旬  
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 作物名  イタリアンライグラス  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

 収穫期  

 (目標生  

 草収量) 

 

 

 栽 培 上 の 要 点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

 

  青  

 

  刈  

 

  ・  

 

  乾  

 

  草  

 

  ・  

 

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ  

 

 散 播  

 

   ３～４  

 

  基  肥  

 

 

  追  肥 

 

（ 刈取後 ） 

 

 １０  

 

 

 7 

 

  

 

   １５  

 

 

   ０  

 

  １０  

 

 

 6 

 

   

 

 出穂期  

 

  ３回刈  

 

 (8～12t/ 

 10a) 

 

 中晩生品  

 種では12 

 ｔ以上を  

 目標とす  

 る。  

 

 １．生育適温１０～２０℃  

     ６℃以下及び２５℃以上で  

   生育停止。  

 

 ２．利用期間、利用目的により  

  品種を選定。  

 

 ３．播種後鎮圧し、圃場の均平  

  を図るとともに発芽を促進。  

 

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５～  

   ２ｔ、苦土石灰  

   １００㎏程度を  

  施用。  

 

  

 

 

 １．多肥栽培及び  

   冬期干天後の降  

  雨により急伸長  

   した若刈のイタ  

  リアンは、硝酸  

  態窒素中毒に注  

  意する。  

 

   播種期間  

  ９月上旬  

     ～  

 １１月下旬  
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   作物名  えん麦 
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

 収穫期  

 (目標生  

 草収量) 

 

 

 栽 培 上 の 要 点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

  ホ  

 

  ｜  

 

  ル  

 

  ク  

 

  ロ  

 

  ッ  

 

  プ  

 

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ  

 

 条  播  

 

 45～60㎝  

 

 散  播  

 

  ５～６  

 

 

 

  ８～１０  

 

 基   肥  

 

 

 追   肥 

 

（早播で 

青刈後）  

 

  

 

 １０  

 

 

  ６ 

 

 

  

 

   １５  

 

 

   －  

 

  １０  

 

 

     ５ 

 

 

    

 

 乳熟期  

 

   ～  

 

 糊熟期  

 

 １回刈  

 

 (4～6t/ 

   10a) 

 

 １.品種は早～中生種を選定し  

   早播の場合は、途中青刈を  

    組み合わせる。  

 

 ２.水田では酸性矯正、排水対  

  策に留意する。  

 

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５ｔ  

   ～２ｔ、苦土石  

   灰１００㎏程度  

   を施用。  

 

 ２．酸性に弱いの  

  でＰＨ矯正のた  

  め必要により苦  

  土石灰を増施す  

  る。  

 

 １. 早播では、節  

   間伸長期前にや  

  や高刈し、再生  

   草でホールクロ  

  ップサイレージ  

   を調製する。  

 

 ２. 糊熟期を目安  

   に刈り取る。  

 

 １. サビ病が多発する恐れ  

  があるときは、早目に刈  

  り取る。  

  播種時期  

  ９月上旬  

    ～  

 １１月下旬  
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   作物名  えん麦（年内ホールクロップ）  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

 収穫期  

 (目標生  

 草収量) 

 

 

 栽 培 上 の 要 点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

  ホ  

 

  ｜  

 

  ル  

 

  ク  

 

  ロ  

 

  ッ  

 

  プ  

 

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ  

 

 条  播  

 

 45～60㎝  

 

 散  播  

 

  ６～８  

 

 

 

  ８～１０  

 

 基   肥  

 

 

 １０  

 

 

   １５  

 

 

  １０  

 

 

 １２月  

   中旬  

   ～  

 ２月  

 立毛貯蔵  

 

 １回刈  

 

 (4～6t 

  /10a) 

 

 １．品種は極早生種を選定す  

   る。  

 

 ２．初芽及び初期生育が重要。  

 

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５ｔ  

   ～２ｔ、苦土石  

   灰１００㎏程度  

   を施用。  

 

 ２．酸性に弱いの  

  でＰＨ矯正のた  

  め必要により苦  

  土石灰を増施す  

  る。  

 

 １．乳熟期以降に 

達した時点で刈 

り取る。  

 

 ２．立毛貯蔵し２  

   月位まで逐次刈  

   りもできる。  

 

 ３．稈が中空であ  

  るため、サイレ  

  ージ調製では細  

  切りと踏圧を十  

  分に行う。 

 

 １．早播では、年により  

  サビ病の発生が見られる  

   場合がある。  

 播種時期  

 ８月下旬  

    ～  

 ９月上旬  
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  作物名  イタリアンライグラス・えん麦混播  
 

 利用  

 

 目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

 収穫期  

 (目標生  

 草収量) 

 

 

 栽培上の要点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

 

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ  

 

  ・  

 

  乾  

 

  草  

 

  ・  

 

  青  

 

  刈  

 

 散  播  

 

 えん麦は、 

 条播も可  

 

 イタリアン  

   ２～２･５  

 

 えん麦６ 

 

 基   肥  

 

 

 追   肥 

 

（ 刈取後 ） 

 

  

 

 １０  

 

 

  ８ 

 

  

 

   １５  

 

 

    －  

 

   

 

  １０  

 

 

   ７ 

 

   

 

 

 １２月中  

 下旬  

 １ 番 草  

  えん麦 

 乳熟期  

   ～  

   糊熟期  

 

 ２番草  

 ｲﾀﾘｱﾝ 

 出穂期  

 

 ３番草  

 ｲﾀﾘｱﾝ 

 出穂期  

 

  ３回刈  

 

 (8～10t 

  /10a) 

 

 １．９月上旬までに播種しないと

年内のえん麦の子実収量は期

待出来ない。  

 

 ２．えん麦の品種は超極早生種 

または、極早生種を選定する。  

 

 ３、散播は、イタリアンとえん麦

を別に播種し、播種のムラがな

いように注意する。  

 

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５ｔ  

   ～２ｔ、苦土石  

   灰１ ００ ㎏程度

を施用。  

 

 ２．えん麦は酸性  

  に弱いのでＰＨ

矯正のため必要

により苦土石灰

を増施する。  

 

 ３．えん麦は過繁  

  茂による倒節が

懸念されるので

その恐れのある

圃場では生育初

期の追肥は施用

しないこと。  

 

 １．年内に乳熟期  

  以降に達した場  

  合に刈り取る。  

 

 ２．１番刈はえん麦

が 大 部 分 を 占

め、２番刈以降

はイタリアンラ

イ グ ラ ス と な

る。  

 

 播種期間  

 ８月下旬  

   ～  

 ９月上旬  
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作物名  栽培ヒエ 
 

利用  

 

目的  

      播      種     施肥成分量（㎏／１０ａ）   

収穫期  

(目標生  

草収量) 

 

 

 栽 培 上 の 要 点  

 

 

 施肥上の重点  

 

 

 刈取利用上の要点  

 

 

 病害虫・雑草防除   播種方法    播種量  

 （㎏／10ａ）  

       成分  

 区分  

 

 Ｎ  

 

 Ｐ２О５ 

 

 Ｋ２О  

 

  乾  

 

 

  草  

 

 

  ・  

 

  サ  

 

  イ  

 

  レ  

 

  ｜  

 

  ジ   

 

 散 播  

 

 ３～４  

 

  基  肥  

 

 

 

 

 １０  

 

 

   １５  

 

 

  １０  

 

 

 出穂期  

 

  １回刈  

 

 (5～6t 

  /10a) 

 １．播種適温は１５℃以上  

   

 ２．最適な覆土深は５～６ｃｍ 

  覆土が浅くなると発芽率が低下 

  するので注意が必要。 

 

 ３．耐湿性に優れるが、冠水条件下 

では生育が劣るので注意が必要。 

  

 

 １．基準量の外に  

   堆厩肥１．５～  

   ２ｔ、苦土石灰  

   １００㎏程度を  

   施用。  

 １．地際から１０  

   ㎝程度の高さで  

   刈り取る。  

 

 ２．止葉抽出前に高 

刈りを行うこと 

で２番草の収穫 

が可能。 

 

 １.病害虫防除が必要な場  

  合は県防除基準による。  

   播種期間  

   ６月下旬  

      ～  

   ７月中旬  

２回刈りを行う場合 

 

  基    肥  

 

 

  追    肥  

 

 （刈取後） 

 

 １０  

 

 

   ５  

 

  

 

    １５  

 

 

     －  

 

 

 

  １０  

 

 

    ５  

 

 

 

１番草 

止葉抽出前 

 

２番草 

出穂期 

 

 ２回刈  

 

 (7～8t 

  /10a) 
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「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」 

Ⅱ 稲発酵粗飼料の生産  

２ 低コスト栽培  

（６）農薬使用 （（１）～（５） 略 ） 
①病害虫防除 
抵抗性品種の導入や病害虫発生予察を活用した的確な防除対策を基本とし、病害虫の

発生が周辺の食用イネに影響をおよぼさないように配慮しつつ、航空防除の実施地域

では作付の団地化を行うなど、防除対策について地域の関係者で十分な協議を行う必

要がある。  

その際、コスト低減を図るため、病害虫の発生状況を的確に把握し、必要最小限の防

除に努めることが重要である。  

なお、稲用に登録されている農薬のうち、①登録時のデータから稲わらへの残留性が

十分に低いと認められる農薬や稲わらに残留しても牛の乳汁に検出されないことが確

認されている農薬、②平成15年度以降に実施したWCS用イネでの残留性試験や乳汁移行

試験により残留性がないと確認された農薬は、以下のとおりである。  

農薬による病害虫防除が必要な場合には、これらの中から、都道府県の稲作指導指針

等に記載されている農薬を、地域の農業改良普及センターの指導に従って作型や病害

虫の発生動向等を踏まえて選定する。農薬の使用に当たっては、当該農薬のラベルに

記載されている「収穫○日前まで」という使用時期の「収穫」をWCS用イネの収穫（黄

熟期）にそのまま適用するため、防除可能な期間が食用イネより1週間～10日程度早ま

ることに留意する必要がある。  

また、立毛中の稲を利用した放牧についても、本マニュアルに記載された農薬の種

類・使用方法に従うこと。  

なお、無人航空機（無人ヘリコプター、ドローン等）の利用に当たっては、以下の農薬

の種類の括弧内の記載に留意するとともに、「農薬の使用方法の表示及び提出を要する

試験の取扱いについて（平成 31年２月 22日付け 30消安第 5541号農林水産省消費・安

全局農産安全管理課長通知）」（参考）を参照すること。 
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 Ⅳ 草地の造成と利用  

 １．牧草地  
 

 利用  

 

 目的  

 区  

 

 分  

                草 種 と 混 播 割 合         播     種          施肥成分量（㎏／１０ａ）     収 穫 利 用  

 

   草      種  

  播 種 量  

 

 （㎏／10ａ）  

    草種選定の考え方     播 種 期 間  

 

   （播種適期）  

 播種  

 方法  

 

 地 目  

 総量（うち元肥）        追  肥   

 利 用 期 間  

 収 量  

 

 ｔ／10ａ   窒素   燐酸   加里   時期   窒素   加里  

  放  

  牧  

  利  

  用  

  又  

  は  

  採  

  草  

  用  

 

  青  

  刈  

  乾  

  草  

 

 寒  

 地  

 型  

 牧  

 草  

 ﾄｰﾙﾌｪｽｸ 

 

 ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ 

 

  ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 

       2.0 

 

  1.0～1.5 

 

       0.5 

 ①基幹草種トールフェスク  

   、オーチャードグラス、  

    

 

 

 

 ②イタリアンライグラスは  

   集約管理できるところの  

  み加える。  

 

 ９月下～１０月下旬  

 

 （１０月上旬）  

 

 散 播  

 

 開墾地  

 

 ２８  

 

 (10) 

 

 ３４  

 

 (34) 

 

 ２６  

 

 (10) 

 放牧利  

 用の場  

 合  

 

 １８  

 

 １６  

 （放牧利用）  

 ３月中旬～  

     １１月中旬  

 （採草利用）  

    同 上  

  ４～５回刈  

 

 放牧  

  ６～７  

 

 採草  

  ７～９   

 既耕地  

 

 ２６  

 

 (8) 

 

 ２０  

 

 (20) 

 

 ２４  

 

 (8) 

 下牧直  

 後分施  

 

 １８  

 

 １６  

       計    3.5～4.0 

 暖  

 地  

 型  

 牧  

 草  

 ﾊﾞﾋｱｸﾞﾗｽ 

 

 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 

       3.0 

 

  1.0～1.5 

 ①基幹草種バヒアグラス   ４月下～８月下旬  

 

 （５月下～６月上旬  

  又は８月中旬）  

 散播   

 開墾地  

 

 ３０  

 (10) 

 

 ３４  

 (34) 

 

 ２８  

 (10) 

 採草利  

 用の場  

 合  

 

 ２０  

 

 １８  

  （放牧利用）  

 ２年目以降  

 ５月上～１０月  

 下旬  

  （採草利用）  

 同上４～５回刈  

 放牧  

  ５～６  

 

 採草  

  ６～８   既耕地   ２８  

 (8) 

 ２０  

 (20) 

 ２６  

 (8) 

 刈取直  

 後分施  

 ２０   １８  

       計    4.0～4.5 

    裁  

 

    培  

 

    上  

 

    の  

 

    注  

 

    意  

 

    事  

 

    項  

 １、牧草の生育と温度との関係                                                                            ４、施肥上の要点  

   寒地型牧草  ５℃以下で生育停止、生育適温１５～２０℃、２２℃以上で夏枯れを起こしやすい。             （１）目標収量は寒地型牧草で７，０００㎏、暖地型牧  

   暖地型牧草  １０℃以下で生育停止、２５℃以上で旺盛な生育を示す。                                          草６，０００㎏程度で設定した。  

 ２、飼料畑造成等の要点                                                                                    （２）追肥は放牧型では下牧直後、採草型では刈り取り  

   （１）未墾地等の飼料畑造成順序                                                                              直後の施用を主体とするが、生育時期の要求量に応  

         障害物除去→土壌改良資材半量施用→耕起→土壌改良資材半量施用→施肥→播種→（覆）鎮圧                  じて配分施用する。  

   （２）耕起深度は１５㎝程度とし、砕土整地は丁寧におこなう。                                              （３）火山灰土壌では燐酸を３割増程度とする。  

 ３、栽培上の要点                                                                                          （４）土壌検定を行い、土壌改良資材を施用する。  

   （１）播種床の条件が悪い場合の播種量は２０～５０％程度増量する。                                                            熔 燐  炭カル    堆厩肥  

         但し、イタリアンライグラスの播種量は増量しない。                                             標準的な   開墾地   １２０  ４００   ２，０００  

   （２）バヒアグラスは発芽が悪い傾向があるので、発芽試験の結果を見て、播種量を加減する。                施用量  

     特にバヒアグラスは硝酸加里による種子の発芽処理を行う。                                      ㎏／10ａ  既耕地     ６０  ２００   １，２００  

         （０．４％  １８～４８時間浸漬）  

   （３）放牧は草丈３０～４０㎝程度、採草利用でも５０㎝以上としない。不食雑草の掃除刈りの実施。          （５）２年目からの元肥は、早春肥とし２月～４月に施  

   （４）２年目以降の夏刈れ等の裸地部分には逐次追播して草地の維持管理に努める。                 用する。  
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 ２．芝草地  
 

 利用  

 目的  

      草      種    造成方法                    栽   培   上   の   要   点       備             考  

 

  放  

  牧  

  利  

  用  

 芝自生種及び市販苗   挿苗法   １．マット状に堀取ってきた苗を丁寧にほぐし、10～15㎝に切りそろえ調整する。  

 ２．唐鍬を打ち込み少し手前に引き起こし、２～３本の苗を１株とし、頭部を３～４  

  ㎝のぞかせて差し込み強く踏みつける。  

 ３．植え付け間隔は１ｍ程度、植え付け時期は４～９月の乾ばつ期を除くといつでも  

  可能。１０ａ当たり２～３㎡のマット状シバ苗が必要。  

 ＊シバ草地の維持管理  

 １．雑かん木は繁茂を防止するため適宜刈払いを行  

  う。適当な放牧が行われていれば雑草はほとんど  

  繁茂しない。  

 ２．シバ草地は無肥料で管理すると、最も安定的に  

  利用できる。草量が不足するときは、１０ａ当た  

  り５㎏／年程度の窒素肥料を追肥すると収量が約  

  ２倍に増加する。  

 ３．追肥により雑草が侵入・増加するので極端な多  

  肥をさける。  

 芝自生種及び市販苗   ポット苗法   １．園芸用の紙ポット（直径３㎝×深さ７㎝）をプラスチック箱（４０㎝×６０㎝）  

  にセットしハウス又は露地で育苗する。  

 ２．ふるいを通した土に、Ｎ、Ｐ、Ｋ各１０％の化成肥料を重量比で５％程度加えた  

  ものを育苗床にし、１０㎝程度に切断したなえを差し込み潅水して根元を丁寧に押  

  さえる。その後は、表面が乾かない程度に潅水する。  

 ３．２～３カ月でポット内に細根が広がる。植え付けは、蜂の巣状の紙ポットをほぐ  

  し、ポットごと植え付ける。  

 ４．植え付けは、１㎡当たり１～２株程度の間隔で植え付ける。  

 ５．根元に少量の緩効性肥料を施すことによって生育を促進させることができる。  

 市 販 苗   撒きシバ法   １．市販のシバ苗をフォーレージカッタなどで３～４㎝断片に細断し、それを整地後  

  の圃場に散布する。  

 ２．造成時には１０ａ当たり１２束（１束９枚）～４９束必要である。苗を多く散布  

  すると造成期間は短縮される  

 ３．造成時には、苗の発根及び定着を促進するために過燐酸石灰を１０ａ当たり３０  

   ㎏程度施用する。窒素肥料は雑草との競合を増大させるので施用しない。  

 ４．シバ苗の散布は、３月～４月又は９月に行うとよい。５月～８月は土壌水分が多  

   い時期に限定することが必要。１０月以降は冬害が発生するので避ける。  

 ５．定着率を高めるにはロータリ耕起等の地表処理が重要である。  

 ・造成手順  

   基肥→耕起整地(ロータリ耕)→苗散布(人力）→  

  〔覆土・省略しても可〕→鎮圧（ローラ）  

 ・造成初期の管理  

   シバの幼植物は初期生育が遅くシバの被度が５０  

  ％を越えるまでに半年以上を要する為雑草の競合  

  を軽減することが重要（放牧や選択性除草剤の散  

  布）追肥は行わないか控えめにする（Ｎ、Ｐ、Ｋ  

  でそれぞれ３～４㎏／１０ａ程度）  

 市 販 種 子   種子造成法   １．シバ種子は硬実であるため水分吸収が悪く、不十分な水分環境では発芽しにくい  

 ２．耕起造成では１０ａ当たり２㎏、不耕起造成では５割増の３㎏を播種する。  

 ３．造成時には施肥は一切行わない。  

 ・造成手順  

  耕起造成＝耕起・整地（ロータリ耕）→播種  

  （ブロードキャスタ）→鎮圧（ローラ）  

   不耕起造成＝地表の有機物層の除去（重放牧、  

  火入れ等）→播種（人力）→鎮圧（重放牧）  

 市 販 苗   張りシバ法   １．市販シバ苗をそのままの形状又は短冊状に切断して移植する。  

 ２．植え付け間隔は１ｍ程度、植え付け時期は４～９月の乾ばつ期を除くといつでも  

  可能。  

 ３．苗の必要量は、挿苗法より著しく増加する。  
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 ３．ネピアグラスによる草地造成と利用 
 

利用 
目的 

草      種 苗の種類と移植法 備 考 

 
放 
牧 
利 
用 
又 
は 
採 
草 
用 

 矮性晩生 

（Dwarf Late,DL）  

 冬期移植法  １．１１～１２月に節ができて硬くなっている茎を刈り取り、葉部は 
牛に採食させる。 

 ２．耕起した畑に深さ１０cm程度の畝をひき、節がある茎を並べ、覆 
土する。 

 ３．その上からイタリアンライグラスを播種する。 
 ４．春にイタリアンライグラスを収穫後、ネピアグラスの萌芽が見ら 

れる。 
 ※イタリアンの刈取りが遅れ、倒伏した場合、ネピアグラスの発芽が著しく 

低下する場合があるので注意が必要。 

・最も省力的な草地造成が可能。 
・イタリアンライグラスの播種により、移植翌春の雑草
が抑制できる。 

 地上茎苗  １．１１～１２月に節ができて硬くなっている茎を刈り取り、葉部は 
牛に採食させる。 

２．牛の食べ残した茎を１００本/㎡で並べ、５ｃｍ程土を被せてビ 
ニールで被覆し、越冬させる。 

３．２月下旬頃にトンネル内で萌芽が見られたら、掃除刈りおよび施
肥を行う。（施肥量：Ｎ＝１０ｇ/㎡） 

４．４月上旬にビニールを撤去し萌芽が見られた地上茎を１５ｃｍ程
度に切り分け、苗を生産する。 

５．耕起した畑に２本/㎡（株間５０ｃｍ×畝間１ｍ）の密度で手作 
業により移植する。 

※移植の深さは１０～１５ｃｍとし、茎葉が地上から出るように移植 
する。 

・地下茎を掘り出さないため、翌年以降も草地の利用が
可能 

・トンネル設置と冬季の管理に伴う作業およびコストが
必要 

・１０月は芽を出すための栄養を消費するため、その時
期の刈り取りは避ける。 

セル苗 １．地上茎苗を生産し、萌芽が見られた茎を節ごとに切断し、セル 
トレイに並べ、土を入れる。 

２．耕起した畑に２本/㎡（株間５０ｃｍ×畝間１ｍ）の密度で手作 
業または機械により移植する。 

※移植の深さは１０～１５ｃｍとし、茎葉が地上から出るように移植 
する。 

・数多くの苗を生産でき、運搬が容易で、野菜移植機
や馬鈴薯移植機を使った省力的な移植が可能。 

・水管理およびトレイ準備のためのコストが必要。 

地下茎苗  １．植え付け直前に、生長した株の地下茎を掘り出し、株分けして 
苗を生産する。 

 ２．耕起した畑に２本/㎡（株間５０ｃｍ×畝間１ｍ）の密度で手作
業により移植する。 

※苗の活着率を高めるために、降雨直前に移植株の生育期間を長く取 
るために、梅雨入り前の５～６月に移植。 

・作業が１回ですむ。 
・親株が失われ、作業時間が多く、地下茎の掘り出し

は重労働であるため、大量の苗を作るには不向き 
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Ⅴ．飼料米栽培こよみ

１　稲発酵粗飼料（イネＷＣＳ）栽培こよみ

水管理 （浅水） (落水）

作付け体系 (落水）

○○ △△×××××　　　☆☆☆ ▽▽▽▽ ◇◇ ◎◎◎ ↓↓↓ ★★★★★★
堆肥
施用

播種
育苗

元肥 除草 追肥 出穂 落水

（収量を上げるためには、移植は早い方がよい） 出穂の２０～２５日前 出穂後２０～２５日 乳熟期～黄熟期

(出穂後10日も可） 早刈り（乳熟期）は、予乾を行う

専用品種は大粒があるため、玄米千粒重(食用品種　２０～２３ｇ）を確認し、増減する

６０～７０株／坪、（２０～２２株／㎡） 専用収穫機を使用する場合は、機械の刈幅に合わせることも検討（５条植え／刈幅　が均等にロールしやすい）

疎植栽培も可能だが、品種により異なるので注意。（タチアオバ　１１株／㎡）

施肥量　　１０ａあたり 堆肥 土改材 元肥（窒素） 追肥(窒素） （堆肥は、雑草防除のため熟した堆肥を使う）

（緩行性一発肥料も可）　　(堆肥施用の時は、尿素も可） (病害虫多発地帯では、多肥は避ける）

①飼料用専用種 ２ｔ ５～６ｋｇ ６ｋｇ

(地域の水稲元肥と同様） (地域の水稲と同様）

②食用品種（にこまる） １ｔ ３～４ｋｇ ３ｋｇ

① 栽培品種は、倒伏に強く多収性の食用品種および飼料用専用品種を選定する

② 収穫予定時期に合わせて、品種選定と移植時期を調整する。

① 雑草が混入すると、水分含量の相違などから品質が低下したり、翌年以降増加することがあるので的確に行う

② 生育初期に田面が水面に露出すると、雑草が多発するので注意する

① 紋枯病が多発すると倒伏しやすいので、特に早植えは早期発見して防除する

② 周辺の食用米への病害虫発生源とならないよう、最低限の防除は行う

① 農薬は「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」(農水省　令和4年3月改訂）に記載されたものから、地域の水稲栽培こよみに準じて選定し、出来るだけ必要最低限にする

② 農薬は、ビンのラベルまたは農林水産省ＨＰから登録状況、使用方法を確認の上使用する

③ 農薬散布の場合、収穫前日数（食用より７～１０日程早まる）に注意する

④ 品種により、薬害が出るものがあるので確認する。（玄米型飼料米のモミロマン、ミズホチカラ等はベンゾビクロン、メソトリオン、テフリルトルオンを含む除草剤は使用しない）

① 発酵品質が悪くならないように、水分チェックによる収穫時期の判断と土砂の混入がない作業を行う。　　乳酸菌の添加も有効。

② ラップは６層巻が基本で、長期保管(１年間）する場合は８層巻にする。ラップは破けないように取扱い、破れたらすぐにガムテープで補修する。 ベールグラブで挟むときは特に破れに注意。

③ どの圃場でいつ収穫したかわかるようラップ表面に記入した方が良い。

④ ネズミやカラスの害がないよう、網をかけたりするなど保管には注意する。

① 専用種専用の水田にする。
② 収穫後は耕耘して土中に埋没させ、一度発芽させた後、冬季の寒さで枯らす。
③ 籾の発芽抑制のため、耕起前に石灰窒素を散布する　（窒素の施用量は注意する）。

専用種を使うときは、地域での理解と合意のうえで栽培することが望ましい。また、団地化や専用種専用の田とすることが望ましい。

平坦部向き。 極多収、耐倒伏性、難脱粒性、食用品種と草姿が異なる。　　生育期間が長いため、水管理と後作の組み合わせに注意する。　白葉枯病にやや弱い。

５月 ８月

（食用米、専用品種）

下旬

中干し
(軽く）

上旬下旬 中旬

移植

中旬

収穫

９月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬上旬

６月

　　（浅水）　　　　（深水） （深水）

下旬中旬 上旬 下旬

タチアオバ(極晩生）　

１０月７月

上旬 中旬上旬 中旬

１１月

下旬 下旬

病害虫防除

播種量

栽植密度

栽培管理の要点

除草

品種

農薬

収穫

専用種の品種特性

漏生イネ対策
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２　稲発酵粗飼料（イネＷＣＳ）栽培こよみ（たちすずか）

水管理 （浅水） (落水）

作付け体系
○○ △△ ◇◇◇◇ ▽▽▽▽ ★★★★★★

(代表例） 堆肥
施用

播種
育苗

元肥

（田植え時期を早めることで増収可能） 幼穂形成前に追肥 出穂期に落水開始

専用品種は大粒があるため、玄米千粒重(食用品種　２０～２３ｇ）を確認し、増減する（食用品種に対する倍率：　タチアオバ、たちすずか（食用と同じ）、モグモグあおば（1.2～1.3倍）)

６０～７０株／坪、（２０～２２株／㎡） 専用収穫機を使用する場合は、機械の刈幅に合わせることも検討（５条植え／刈幅　が均等にロールしやすい）

疎植栽培も可能だが、品種により異なるので注意。（タチアオバ　１１株／㎡）

施肥量　１０ａあたり 元肥 （堆肥は、雑草防除のため熟した堆肥を使う）

たちすずか専用一発肥料 (病害虫多発地帯では、多肥は避ける）

①一発肥料 ２７～４０ｋｇ

硫安・尿素 硫安・尿素 （堆肥連用の場合は化成肥料を減肥する）
②慣行施肥 ２ｔ ４～８ｋｇ ４～８ｋｇ

① 収量を確保するために6月上旬までに田植えを終えること。

② 栽植密度は１１～１５本/㎡が適する。

① 雑草が混入すると、水分含量の相違などから品質が低下したり、翌年以降増加することがあるので的確に行う

② 生育初期に田面が水面に露出すると、雑草が多発するので注意する

③ 中干しを十分行い、出穂期に落水すること。

① 紋枯病が多発すると倒伏しやすいので、特に早植えは早期発見して防除する

② 周辺の食用米への病害虫発生源とならないよう、最低限の防除は行う

① 農薬は「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」(農水省　令和4年3月改訂）に記載されたものから、地域の水稲栽培こよみに準じて選定し、出来るだけ必要最低限にする

② 農薬は、ビンのラベルまたは農林水産省ＨＰから登録状況、使用方法を確認の上使用する

③ 農薬散布の場合、収穫前日数（食用より７～１０日程早まる）に注意する

④ 品種により、薬害が出るものがあるので確認する。（玄米型飼料米のモミロマン、ミズホチカラ等はベンゾビクロン、メソトリオン、テフリルトルオンを含む除草剤は使用しない）

① 収穫適期は出穂後４０～５０日。

② 発酵品質が悪くならないように、水分チェックによる収穫時期の判断と土砂の混入がない作業を行う。　　乳酸菌の添加も有効。

③ ラップは６層巻が基本で、長期保管(１年間）する場合は８層巻にする。ラップは破けないように取扱い、破れたらすぐにガムテープで補修する。 ベールグラブで挟むときは特に破れに注意。

④ どの圃場でいつ収穫したかわかるようラップ表面に記入した方が良い。

⑤ ネズミやカラスの害がないよう、網をかけたりするなど保管には注意する。

① 専用種専用の水田にする。
② 収穫後は耕耘して土中に埋没させ、一度発芽させた後、冬季の寒さで枯らす。
③ 籾の発芽抑制のため、耕起前に石灰窒素を散布する　（窒素の施用量は注意する）。

専用種を使うときは、地域での理解と合意のうえで栽培することが望ましい。また、団地化や専用種専用の田とすることが望ましい。

たちすずか (極晩生） 平坦部向き。 稈長が長く、穂長が短いため、耐倒伏性は強い。茎葉の単少糖含量が高く、良質サイレージになりやすい。

農薬

収穫

漏生イネ対策

専用種の品種特性
品種

（茎葉型）

播種量

栽植密度

栽培管理の要点

除草

病害虫防除

出穂
落水

（深水） 　　（浅水）　　　　 （深水）

移植
除草

追肥

◎◎◎
↓↓↓

×××××
☆☆☆☆☆

中干し
(軽く）

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

１１月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

収穫

黄熟期

１～２ｔ

堆肥

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
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３　飼料用米栽培こよみ（普通期）

水管理 （浅水） 生育後期まで水を確保できる地域が望ましい

(落水）

作付け体系
○○ ○○ △△×××××　　　☆☆☆ ▽▽▽▽ ◇◇ ◎◎◎ ↓↓↓

(代表例） 堆肥
施用

播種
育苗

播種
育苗

元肥 除草 追肥 出穂 落水

（収量を上げるためには、移植は早い方がよい） 出穂の２０～２５日前 成熟期

その後７～10日後
水分をできるだけ下げてから収穫

専用品種は大粒があるため、玄米千粒重（食用品種　２０～３０ｇ）を確認し、増減する （食用品種に対する倍率：　ミズホチカラ（食用品種と同じ）、モグモグあおば（1.2～1.3倍））

「ミズホチカラ」は、初期生育が遅いため浸種，催芽は十分に行い、鳩胸状態になって播種し、被覆資材は苗長が５～６ｃｍになってから除去

疎植栽培を基本とする。（50～55株／坪）（条間30ｃｍ、株間20～22ｃｍ）（3～4本／株） 品種によって異なることあるので確認する

施肥量　　１０ａあたり 堆肥 土改材 元肥（窒素） 追肥(窒素） （堆肥は、雑草防除のため熟した堆肥を使う）

（緩行性一発肥料も可）　　(堆肥施用の時は、尿素も可） (病害虫多発地帯では、多肥は避ける）

①飼料用専用種 ２ｔ ５～６ｋｇ ６ｋｇ

(地域の水稲元肥と同様） (地域の水稲と同様）

②食用品種（にこまる） １ｔ ３～４ｋｇ ３ｋｇ

① 栽培品種は、倒伏に強く多収性で、難脱粒性の食用品種および飼料用専用品種を選定する

② 収穫予定時期に合わせて、品種選定と移植時期を調整する。

① 雑草が混入すると、翌年以降増加することがあるので的確に行う

② 生育初期に田面が水面に露出すると、雑草が多発するので注意する

① 多肥栽培では葉色が濃いので、ウンカ類、コブノメイガ、紋枯病に注意する。

② 周辺の食用米への病害虫発生源とならないよう、最低限の防除は行う。

① 農薬は「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」(農水省　令和4年3月改訂）に記載されたものから、地域の水稲栽培こよみに準じて選定し、出来るだけ必要最低限にする

② 農薬は、ビンのラベルまたは農林水産省ＨＰから登録状況、使用方法を確認の上使用する

③ 農薬散布は、出穂期以降はできるだけ行わず、出穂期以降に行った場合は籾摺りをし家畜には玄米を給与する

④ 品種により、薬害が出るものがあるので確認する。（玄米型飼料米のモミロマン、ミズホチカラ等はベンゾビクロン、メソトリオン、テフリルトルオンを含む除草剤は使用しない）

収穫 ① 収量が高い専用種を収穫するときは、コンバインの速度を落として作業する。

② 専用種(晩生）は、十分な登熟日数がないと未登熟米ができるので注意する。

① 専用種専用の水田にする
② 収穫後は耕耘して土中に埋没させ、一度発芽させた後、冬季の寒さで枯らす
③ 籾の発芽抑制のため、耕起前に石灰窒素を散布する

コンタミ防止 ① 食用品種と混ざらないように、保管方法に注意して、収穫機と乾燥機の清掃を徹底する。

専用種を使うときは、地域での理解と合意のうえで栽培することが望ましい。また、団地化や専用種専用の田とすることが望ましい。

ミズホチカラ (晩生） 平坦部向き。 耐倒伏性は極強、難脱粒性、高収量。登熟日数が長いので早刈りしない。白葉枯病に弱い。いもちには強い。

モグモグあおば (中生） 平坦部向き。 耐倒伏性は強、難脱粒性、玄米品質は劣るが食用と識別しやすい。

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

栽培管理の要点

移植

下旬 上旬 中旬 下旬上旬 中旬 下旬 上旬 上旬 中旬

　　　　　　　（浅水）　　　　 （深水）（深水）

中旬 下旬

専用種の品種特性

除草

病害虫防除

品種

(玄米型）

(兼用型）

農薬

漏生イネ対策

落下種子
対策

栽植密度

★★★★★★

育苗

収穫
(立毛・乾燥）

播種量

中干し
(軽く）
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Ⅵ 飼料作物の調製技術 

１．基本サイロの有効利用とサイレージ品質の向上 

（１）サイロ規模の適正化 

     必要サイレージ量（㎏）＝給与頭数×給与日数×１日１頭当たり給与量        回収率（％） 

     必要サイロ容積（m2）＝必要サイレージ量（㎏）÷詰込時比重量（㎏／ｍ2）÷    １００ 

  

（２）高品質サイレージ調製  ６つの原則 

   ① 良質原料草の使用 

       高品質サイレージの評価  ＝  発酵品質  ＋  飼料価値 

       質の良い原料  土砂、雑草、枯れ葉等を含まず水溶性炭水化物の多い草類 

 

   ② 水分の調節 

       水分調節の方法    ア  原料を予乾する。 

                         イ  高水分原料ではサイロから排汁する。 

                         ウ  排汁出来ないときは、乾物（イナワラ、ビートパルプ）を添加する。 

 

   ③ 原料の切断 

       低水分では切断は必要ないが、高水分では切断が必要。 

        

   ④ サイロの密封 

       サイロの具備すべき絶対条件。詰め込み後の完全密封が重要。 

 

   ⑤ サイレージ取り出し量 

    １日あたり１５～２０㎝程度を取り出す。（腐敗と二次発酵の防止）    

 

  ⑥ 高水分原料に対する添加物の利用  （ギ酸等） 

     添加が必要な場面    ア 原料の早刈（高水分、低炭水化物） 

                         イ 糖含量（水溶性炭水化物）の少ない原料 

                         ウ 高チッソ施用牧草 

                         エ 天候不良時の原料草 

                         オ 無切断の原料草 

 

２．サイレージ（サイロ）調整 

（１）サイロの形状 

  ① バンカーサイロ 

コンクリート舗装した地面に相対する壁を設け、その間に刈り取った 

飼料作物を積めて上面をビニールシートで密閉してサイレージ貯蔵を 

行う水平サイロ。小容積では表面積が大きく機密保持が困難な欠点を 

持つが、簡単な構造で詰め込み作業が容易であり、取り出しもフロント 

ローダーなどで省力的に行えることから、大容積の大型サイロとして 

採用される。平坦な用地を確保できる農場で広く用いられている。 
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  ② トレンチサイロ 

   地下式水平サイロの一種。地面を長方形に掘り、ビニールシートなどを 

敷いて材料を詰め込み、その上をシートで被覆して土を盛り、雨水など 

が入らないようにしたもの。建設コストが安く、詰め込みや取り出し 

作業も効率的に行える。取り出し中の変質、廃棄量が比較的多い。 

 

（２）調整のポイント 

  ① 原料草は薄く（３０cm 以下）、均一に詰め込む。 

  ② 鎮圧はゆっくりと行う。端を特に入念に鎮圧す 

る。 

  ③ 密封は、被覆シートで覆った後に屋根シートを  

   かけ、廃タイヤ等をのせる。 

 

 

 

 

※  作業体系は「Ⅶ 飼料生産の機械作業体系」を参照。 

 

３．ラップサイレージ調製 

（１）ロールベーララッパ体系 

      ① この体系は調製から給与まで作業者１名で省力作業が可能で、作業能率も著しく高い。 

      ② ロールベーラは乾草調製用の機械であるが、天候次第でサイレージ調製にも対応できる 

    全天候型の作業体系である。 

 

（２）基本技術 

      ①  原料草 

        ア、刈取り遅れの原料は茎が固く、ラップのピンホールができやすく、サイレージのくん炭化、カビの

発生や腐敗など、発酵、品質の劣化の原因となるので、やや早刈をおこなう。  

      イ、反転作業を控え目にして、土砂の混入を防ぐ。 

      ② 水分調整 

        ア、養分ロスや軽量化のため、水分含量を５０～６０％にする。 

            なお、水分調整が不十分な場合は添加剤（発酵剤または抑制剤）を使用する。 

      ③  ベール作業 

        ア、荷崩れしたり、ベール表面に凸凹が出来ないように、ネットあるいはトワインを十分にかけ、ベー

ルの密度が高く形の整ったものにする。 

      ④  ラップ作業 

        ア、処理可能量だけロールし、早期に密封する。 

        イ、ストレッチフィルムの選択の際には、市場評価が高く、使用実績をみて決める。 

        ウ、ラッピング方法は、基本的には重複率５０％の２回転巻き４層とし、フイルムの使用基準（性能）

に応じて硬巻きを行い完全密封を行う。なお、長期保存する場合は６層とする。 

良い例 
悪い例 

被覆シート 
屋根シート 
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      ⑤  運搬  

         ア、フィルムに穴を開けないように注意する。 

 

      ⑥  貯蔵場所とその方法 

        ア、貯蔵場所  直射日光によるフィルムの劣化を防ぐために畜舎の陰、木陰などに保管する。 

        イ、貯蔵方法  縦置きになるべく二段積みとし、鳥獣害や雨水侵入を防ぐために上から網や     

             シートをかける。 

 ウ、ピンホールなどによる発酵品質の劣化を防ぐために、修繕及び点検をこまめに行う。 

  ※ 作業体系は「Ⅶ 飼料生産の機械作業体系」を参照。 

 

４．乾草調製 

（１）乾草調整のメリット・デメリット 

① メリット 

 ア、調整後の変質が少ない。  

 イ、運搬が容易である。 

② デメリット 

 ア、牧草の収穫適期には雨が多く、良質な乾草を作るのが難しい。  

 

（２）基本技術 

      ①刈取り 

        ア、刈取りは植物中の水分が少ない日中～午後に行う。（夜に刈取ると翌日の乾燥時間は長くなるが、

夜は植物中の水分が高いため刈取るには不利である。）  

      イ、モアコンディショナーを用いることで乾燥に要する日にちを短縮できる。 

      ②反転・集草 

        ア、反転は、刈り倒された牧草列の上層と下層の水分差が１０％程度のときに行うと最も効果的である。 

      （早朝に刈取った草は１１時頃に反転すると最も効果的） 

    イ、２日目以降は１日１回反転するのが最も効率的である。 

   ③梱包・貯蔵 

    ア、乾燥の水分量が１７％以下が梱包の目安となる。 

    イ、かたく梱包すると運搬・貯蔵には便利だが、完全に乾燥していないものは発熱する危険がある。 

    ウ、貯蔵する場合、廃棄する乾草や敷料のようなものを５～１０ｃｍ程地面に敷いて、その上に丸太や

角材を置いてベール乾草を積み上げるようにすれば、下部の変敗が少なくなる。 

※ 作業体系は「Ⅶ 飼料生産の機械作業体系」を参照。 
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Ⅶ　飼料生産の機械作業体系

１．基本的な事項 ・基幹原動機（トラクター）３０～４５ＰＳ  作業機は中型の機械での対応を基本として、一部の作業は大型機械での組作業を取り入れる。

・耐天候型でのサイレージ、乾燥調製技術に対応できる最小の機械装備をする。

２．作付から管理までの機械化作業体系

作付準備作業

〔トウモロコシの場合〕

施肥・播種・鎮圧 除草剤散布

（プランタ） （ブームスプレイヤ）

耕起 砕土・整地

（プラウ） （ロータリー）

（ロータリー） （ディスクハロー）

（ツースハロー）

〔牧草の場合〕

心土破砕 暗渠施工 施肥・播種 覆土 鎮圧

（サブソイラー） （トレンチャー） （ブロードキャスター） （ツースハロー） （ローラー）

（弾丸暗渠） （バックホー） （ライムソワー） （ロータリー）

（ホイルローダ）

（フロントローダ）

堆厩肥切り返し積み込み

（ブロードキャスター）

（ライムソワー）

土壌改良資材

（バキュームカー）

（マニュアスプレッダ）

尿・堆厩肥散布
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Ⅷ 粗飼料等の分析依頼について 
 

１．分 析 可 能 飼 料 

 粗飼料（サイレージ、乾草）、配合飼料、粕類等 

 

２．分 析 項 目 

 粗蛋白質、粗脂肪、粗灰分、粗繊維、水分、リン、カルシウム 

 

３．分析飼料の採取方法、取扱方法 

分析試料 採   取   方   法 

サイレージ 

 ｻｲﾚｰｼﾞの表面から 20 ㎝以下の材料を、多くの採取箇所から 

10kg 程度を取り、ﾋﾞﾆｰﾙ布上でよく混合し、4 分法（※）を 

用いて約 500g を採取する。 

乾   草 

 刈取時の形状を表すものを各所から集めて 3～4 ㎏をとり、 

平らなﾋﾞﾆｰﾙ布上で 1～2 ㎝の長さに裁断し、これを良く混 

合する。４分法で縮分し、約 500g を採取する。 

 

項   目 具 体 的 な 取 扱 方 法 

分析試料の送付 

 ﾋﾞﾆｰﾙ袋を二重にし、空気を良く抜いて密封した分析試料 

を分析機関へ速やかに送付する。 

 (注）包装の表に「分析試料在中」と朱書きすること。 

 

 ※４分法とは                           

 

試料を平らに広げて対角線に溝を切り、４

分割し、相対する部分の試料（着色部）をバ

ケツに採る。バケツの中で混合し、４分法を

繰り返し必要量を採取する。 
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（参考）分析試料の収集・送付～分析の流れ 

サンプルを１点につき約 500g 収集 

pH の測定 

サンプル 70g 

（乾物として約 15g） 

蒸留水 140ml 

200ml ポリビン 

冷蔵庫内に 16～24 時間

放置（時々ふり混ぜる） 

pH メーターで測定 

＋ 

70℃、48 時間以上通

風乾燥し、乾燥機か

ら搬出直後に秤量し

乾物率を算出 

有機酸の分析が必要な場合 

ビニール袋で二重に包

み（極力空気を抜く）、

分析機関へ送付 

依頼書の備考欄に乾

物率を記入して分析

機関へ送付 

公定法による分析 

乾物率の測定 

分析結果を依頼機関へ送付 

依頼機関 

分析機関 
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飼料依頼分析実施要領

制定 平成 22 年 10 月 1 日

改正 平成 28 年 5 月 2 日

改正 令和 2 年 3 月 30 日

改正 令和 3 年 3 月 10 日

１．目的

・振興局等県機関が行っている指導上必要な項目については、特例的に依頼分

析を受託する。

・分析結果に基づき要請があれば、依頼機関とともに栽培、給与技術等の指導

を行うことがある。

２．分析項目及び点数

・ 分析は一般成分（水分、粗タンパク質、粗脂肪、粗灰分、中性デタージェン

ト繊維、酸性デタージェント繊維）で指導上必要な項目について行う。その

他項目の分析が必要な場合は、依頼計画を受領後、農産園芸課技術普及班（以

下「技術普及班」）を通じて個別に協議するものとする。

・ 月毎の分析点数は原則 60 サンプルを上限とする。但し、公定法による分析

点数は12サンプルを上限とする。月毎の分析依頼点数が60サンプルを超え

る場合は、分析結果の利用時期等を考慮し、技術普及班を通じて協議するも

のとする。

３．依頼計画の提出

・振興局等県機関は、展示圃、調査研究などに必要な分析の依頼予定を飼料分

析計画書（様式１）に記載のうえ、当該年度畜産関係指導計画（普及計画等）

を添付して４月末日までに技術普及班を経由して畜産研究部門に提出する。

４．依頼方法

・毎月15日までに、分析依頼書（様式２）に必要事項を記入のうえ申し込むこ

と。

５．結果の通知

・分析結果は、申請の翌月末までに飼料分析結果通知書（様式３）により通知

する。
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６．指導結果の報告

・分析結果を用いた栽培、給与技術指導の実施後、その内容及び結果について

報告すること（様式４）。

７．その他

・この要領に定めるものの他、必要な事項についてはその都度定めるものとす

る。

52



（様式１） 　　年　月　日現在

県機関名

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

   　年度　調査・指導用飼料分析計画書

No. 目的
試料採取

予定農家名
（市町）

分析
依頼

予定月
分析項目

試料詳細

（飼料の種類、点数、等）

試料採
取予定
時期
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（様式２）

第   号

令和  年  月  日

農林技術開発センター所長 様

県機関長

（公印省略）

飼料分析依頼書

下記の飼料について、分析をお願いします。

記

１． 分析対象飼料    点

２． 分析項目   (必要な項目を記入)

３． 依頼理由

指導

目的

分析を必

要とする

理由

４．分析対象飼料詳細

別紙の通り

※添付書類 試験・指導計画等
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（様式2別紙）

堆肥 土壌改良剤 化学肥料

記入例 畜産研究部門 自給・購入 イタリアンライグラス ヒタチヒカリ 乾草 H30.10.20 H31.4.27 出穂期 88.9%
2000

（牛豚鶏混合）
苦土石灰：100
ようりん：４０

元肥　BB48：60
追肥　NK2号：30

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

自給・購入
元肥
追肥

分　析　対　象　飼　料　詳　細

施肥量（kg/10a）
No. 農家名

播種年月日
または購入日

品種名または
購入元

草種名自給、購入の別 収穫年月日 乾物率利用形態
収穫時の

生育ステージ
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（様式３）

農 技 畜 第 号

                       令和  年  月  日

飼料分析結果通知書

県機関長 様

                          農林技術開発センター所長

                            （公 印 省 略）

令和  年  月  日付け    第  号で依頼のあった飼料分析結果は、下記

のとおりでした。

記

No. 農家・作物名他 （％） Mois CP EE ASH NDF ADF

原物

乾物

原物

乾物

原物

乾物

近赤外分析法によって分析を行った。

参考：日本標準飼料成分表（2009年版）より

（％） Mois CP EE ASH NDF ADF

原物

乾物

原物

乾物

原物

乾物

1

2

Ｍｏｉｓ：水分、CP：粗タンパク、EE：粗脂肪、ASH：灰分、NDF：中性デタージェント繊維、ADF：酸性デタージェント繊維

3

56



（様式４）

報 告 機 関 ： 　　　振興局

指 導 日 ：

指 導 対 象 ： （農家名・団体名など）

分析サンプル： （分析依頼した草種・点数など）

指 導 分 類 ： 　　栽培　・　給与

現 況

※自給飼料であれば、栽培の実績（施肥量・刈取時期な
ど）・給与実績（給与量など）を記載

指 導 内 容

※現況に対して、どのような点を改善するため何を変更
させたかなどを具体的に記載
　例）施肥量を増やした　○○kg/10a→△△kg/10a
　　　栄養摂取量を改善するため○○を補給(○g/頭)

※可能な範囲で改善指導の結果どうなったかも記載して
ください

指導結果報告書
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Ⅸ 牧草・飼料作物品種選定試験調査基準 
 

 

 

－飼料作物系統適応性検定試験実施要領（改訂４版）を準用－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年１２月 

 

 

 

 

 

 

長  崎  県 
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共 通 事 項 

 

１． 試験目的 

 飼料作物（牧草、えん麦、とうもろこし、ソルガム）の市販品種について、本県における適応性を検討し、奨励

品種選定の資料を得る。 

 

２． 試験実施場所 

 ○農林技術開発センター畜産研究部門 

 ○各振興局技術普及課 

 

３． 試験方法等 

○試験方法、調査項目および調査基準は各草種ごとに基準を設け、原則として基準に沿って試験を実施する。 

○各草種ごとの試験方法等は後述 

○倒伏及び病害については参考資料を参照。 

○試験区の設定及び収量調査 

 反復を設定する場合の例を下図に示した。収量調査は、周囲の影響を最小限にするため中央で調査を実施する。 

 

   試験区の配置例                                 条播の例 

                                          ※収量調査は中央 

     ①    ③    ②              畦間            の   部分を 

                                           調査する。 

 

     ②    ①    ③ 

 

 

     ③    ②    ① 

                                                     ４条または５条 

 

  ○乾物率 

・ とうもろこし、ソルガム：無作為に採取した２～３個体（約２ｋｇ）（子実を含む）を長さ５～１０ｃｍ程度

に切断し、生重を秤量した後、熱風乾燥し乾物重を求める。 

・ 牧草類：５００～１０００ｇのサンプルを無作為に採取し、生重を秤量した後、熱風乾燥し乾物重を求める。 

・ 乾燥方法：通風乾燥機で７０℃、４８時間以上（牧草類）、７２時間以上（長大作物）通風乾燥する。ただし、

恒量に達してないと思われる時は乾燥時間を延長する。 

・ 計算式：乾燥後重量／乾燥前重量×１００＝乾物率（％） 

 

４． 試験実施に際して、特に注意する事項 

 ○試験区を設定する場合、土壌条件がより均一な圃場を選定する。 

 ○播種は、作型・タイプに合わせた適期に行う。 

 ○反復が設定できない場合、信頼性をできるだけ上げるため収穫調査等は数カ所（３カ所程度）を調査する。 

 ○乾物率を求めるための乾燥は基本的に乾燥機で確実に行う。乾燥ができない場合は、サンプルを畜産試験場へ 

  クール宅急便で送付する。 

○播種、薬剤散布、追肥、刈り取り日を明記する。 
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イタリアンライグラス 

 

１．試験方法 

1) １区面積・反復数・試験区の配置：原則として１区面積は６㎡程度で、試験区の配置は３反復とする。 

2) 播種期：９月下旬～１０月下旬を原則とする。 

3) 施肥量及び施肥法：試験地の標準耕種法によるが、おおよその基準は次の通りとする。 

 Ｎ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 

基肥 0.8～1.2kg/a 1.5～3.0kg/a 1.0～1.8kg/a 

追肥（各刈り取りごと） 0.5～0.8kg/a なし 0.5～0.8kg/a 

 ただし、石灰、堆肥は各地の土壌条件等に応じて施用すること。 

4) 播種法及び播種量：散播が望ましいが、条播の場合は畦間３０～４０ｃｍ程度の密条播にする。播種量は

１０ａ当たり２～３ｋｇを目安とする。 

5) 収穫時期と収穫方法：収穫時期は原則として標準品種の出穂期を目安とし、全品種一斉に刈り取る。ただ

し、倒伏等が甚だしいときは早めに刈り取る。刈り取り高さは地際より約１０ｃｍとする。刈り取り回数

は２～３回とする。 

6) その他の栽培管理：病害虫の防除は原則として行わず、除草などは必要に応じて行う。 
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２．調査項目及び調査基準 

1）生育調査 

番

号 

調査項目 調査基準 調査法 表示法 最小桁 備  考 

調査 平均 

1 播種期 播種を行った日。  月日    

2 発芽期 播種種子の 50%以

上が出芽した日。 

観察 月日 1 1 必要があれば播種前後の圃場の状態

並びに気象を付記する。 

3 発芽良否 極不良 1、極良 9と

する評点法。 

観察 1～9 1 0.1 播種後 10～15 日頃。 

4 初期生育 

（定着時草

勢） 

刈り取り秤量した

値を想定し極不良

を 1、極良を 9。 

観察 1～9 1 0.1 播種後 30～40 日頃。草丈を調査する

ことが望ましい。 

5 収穫時の生

育ステージ 

収穫時の生育ステ

ージを下記のよう

に区分する。 

出穂前、出穂始、出

穂期、開花期、結実

期。 

観察    出穂前：ほぼ全茎の出穂が見られない。 

出穂始：㎡当たり 3 本前後が出穂。 

出穂期：ほぼ 50％の茎が出穂。 

開花期：ほぼ 50％の穂が開花。 

結実期：ほぼ全個体について大半の穂

が結実。 

出穂期に到達した場合、その月日も記

録する。 

6 病害虫程度 被害程度と被害面

積に応じて無また

は極微を 1、甚を 9

とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 できる限り病害虫名を記す。 

7 倒伏程度 被害程度と被害面

積に応じて被害割

合を観察により％

単位で表す。 

観察 ％ 1 0.1 調査は収穫直前に行う。倒伏個体とは

垂直より 30 度以上傾いた個体をい

う。 

8 草丈 各刈とり時に 1 区

10ヶ所を測定。 

測定 cm 1 0.1 地際より葉の最頂端までの長さ。 

9 再生程度 極良を 9、中を 5、

極不良を 1 とする

評点法。 

観察 1～9 1 0.1 刈り取り後 7～14 日頃に行う。 

10 その他の障

害 

同上。 観察 1～9 1 0.1 干害、湿害など。 

 

2)収穫調査 

番

号 

調査項目 調査基準 調査法 表示法 最小桁 備  考 

調査 平均 

12 生草収量 各刈り取り時に測

定。秤量面積は 1

区 1.5m×1.5m 以

上。 

秤量・

算出 

kg/a 1 0.1 

 

周辺効果の認められない中央部を対

象に刈り取り、直ちに秤量し、a 当た

りに換算して示す。 

13 乾物率 共通事項の試験方

法を参照。 

秤量・

算出 

％ 0.1 0.1 刈り取り時に行い、秤量は g単位。 

14 乾物収量 a 当たりの乾物の

重量。 

算出 kg/a 0.1 0.1 生草収量×乾物率で算出。 
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暖地型１年生イネ科牧草 

（ローズグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラス） 

 

１． 試験方法 

1)１区面積・反復数・試験区の配置：原則として１区面積は６㎡程度で、試験区の配置は３反復とする。 

1) 播種期：試験地の標準耕種法によるが、通常５月上旬～中旬とする。 

2) 施肥量及び施肥法：おおよその基準は次の通りとする。 

 Ｎ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 

基肥 0.8～1.2kg/a 1.5～3.0kg/a 0.8～1.2kg/a 

追肥（各刈り取りごと） 0.5～0.8kg/a なし 0.5～0.8kg/a 

 ただし、石灰、堆肥は各地の土壌条件等に応じて施用すること。 

4)播種法及び播種量：原則として散播とし、条播の場合は密条播（畦幅 40～50cm）とする。播種量は１０ａ当たり

１～２ｋｇを目安とする。 

5)収穫時期と収穫方法：収穫時期は原則として標準品種の出穂期を目安とし、全品種一斉に刈り取る。ただし、倒伏

等が甚だしいときは早めに刈り取る。刈り取り高さは地際より７～１０ｃｍとする。刈り取り回数は２～３回とする。 

6)その他の栽培管理：病害虫の防除は原則として行わず、除草などは必要に応じて行う。 
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２．調査項目及び調査基準 

1)生育、収穫調査 

番

号 
調査項目 調査基準 

調査

法 

表示

法 

最小桁 
備     考 

調査 平均 

１ 発芽期 播種種子の 50%以上が出芽

した日。 

観察 月日 1 1 必要があれば播種直後の圃場の状

態並びに気象を付記する。 

２ 初期生育 極良を 9,中を 5,極不良を 1

とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 播種後30～40日頃。 

３ 病害虫程度 被害程度と被害面積に応じ

て無または極微を 1,甚を 9

とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 できる限り病害虫名を記す。 

４ 倒伏程度 被害程度と被害面積に応じ

て被害割合を観察により%

単位で表す。 

観察 ％ 1 0.1 調査は収穫直前に行う。倒伏個体

とは垂直より30度以上傾いた個体

をいう。 

５ 草丈 各刈り取り時に1区10カ所

を測定。 

測定 cm 1 0.1 地際より葉の最頂端までの長さ。 

６ 収穫時の生

育ステージ 

収穫時の生育ｽﾃｰｼﾞを下記

のように区分する。 

出穂前､出穂始､出穂期､開

花期､結実期。 

観察    出穂前:ほぼ全茎の出穂が見られな    

い。 

出穂始:㎡当たり3本前後が出穂。 

出穂期:ほぼ50%の茎が出穂。 

開花期:ほぼ50%の茎が出穂。 

結実期:ほぼ全個体について大半の

穂が結実。 

７ 再生程度 極良を 9,中を 5,極不良を 1

とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 刈り取り後7～14日頃に行う。 

８ その他の障

害 

同上。 観察 1～9 1 0.1 干害､湿害など。 

 

 2)収穫調査 

９ 生草収量 各刈り取り時に測定。 秤量 

算出 

kg/a 1 0.1 周辺効果の認められない中央部を

対象に刈り取り､直ちに秤量し､a

当たりに換算して示す。 

10 乾物率 共通事項の試験方法を参

照。 

秤量 

算出 

％ 0.1 0.1 刈り取り時に行い、秤量はｇ単位。 

11 乾物収量 ａ当たりの乾物の重量。 算出 kg/a 0.1 0.1 生草収量×乾物率で算出。 
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麦類（青刈り・サイレージ用） 

 

１． 試験方法 

1)１区面積・反復数・試験区の配置：原則として１区面積は６㎡程度で、試験区の配置は３反復とする。 

2)播種期：作型により下記の時期を目安とする。 

①年内利用；８月下旬～９月上旬 

②普通栽培；１０月下旬～１１月中旬 

3)施肥量及び施肥法：おおよその基準は次の通りとする。 

 Ｎ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 

基肥 １０kg/10a １５kg/10a １０kg/10a 

4)播種法及び播種量：播種法は条播（条間４０～５０ｃｍ）または散播とする。播種量は１０ａ当たり６～

８ｋｇを目安とする。 

5)収穫時期：作型により下記を目安にする。 

①青刈り用；出穂始め 

 ②ホールクロップ用；糊熟期 

6)その他の栽培管理：病害虫の防除、除草などは必要に応じて行う。 
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２．調査項目及び調査基準 

1）生育調査 

番

号 

調査項目 調査基準 調査

法 

表示

法 

最小桁 備  考 

調査 平均 

1 播種期 播種を行った日。 

 

 月日    

2 発芽期 

 

播種種子の 50%以上が

出芽した日。 

観察 月日 

 

1 1 必要があれば播種前後の圃場の状態並

びに気象を付記する。 

3 初期生育 極不良を 1、極良を 9 と

する評点法 

観察 1～9 1 0.1 調査時期は播種後 20～25 日とする。 

4 収穫時の

生育ステ

ージ 

収穫時の生育ステージ

を下記のように区分す

る。 

出穂前、出穂始、出穂

期、開花期、未乳熟期、

乳熟期、糊熟期、完熟期。 

観察    出穂前：ほぼ全茎の出穂が見られない。 

出穂始：㎡当たり 3 本前後が出穂。 

出穂期：ほぼ 50％の茎が出穂。 

開花期：ほぼ 50％の穂が開花。 

未乳熟期：ほぼ全個体について大半の穀

粒が水状物を圧出する。 

乳熟期：ほぼ全個体について 75％の穀粒

が乳状物を圧出する。 

糊熟期：ほぼ全個体について 75％の穀粒

が糊状物を圧出する。 

完熟期：ほぼ全個体について大半の穀粒

が硬化。 

5 草丈 各刈とり時に 1 区 10 ヶ

所を測定。 

測定 cm 1 0.1 地際より葉の最頂端までの長さ。 

6 病害虫程

度 

被害程度と被害面積に

応じて無または極微を

1、甚を 9とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 できる限り病害虫名を記す。 

7 倒伏 被害程度と被害面積に

応じて被害割合を観察

により％単位で表す。 

観察 ％ 1 0.1 調査は収穫直前に行う。倒伏個体とは垂

直より 30 度以上傾いた個体をいう。 

8 その他の

障害 

干害、湿害など無しを1、

甚を 9とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1  

 

2)収穫調査 

番

号 

調 査 項

目 

調査基準 調査

法 

表示法 最小桁 備  考 

調査 平均 

9 生 草 収

量 

各刈り取り時に測定。

秤量面積は 1 区 1.5m

×1.5m以上。 

秤

量 ・

算出 

kg/a 1 0.1 周辺効果の認められない中央部を対象

に刈り取り、直ちに秤量し、a 当たりに

換算して示す。 

10 乾物率 共通事項の試験方法

を参照。 

秤

量 ・

算出 

％ 0.1 0.1 刈り取り時に行い、秤量は g単位。 

11  乾 物 収

量 

a当たりの乾物の重量。 算出 kg/a 0.1 0.1 生草収量×乾物率で算出。 
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とうもろこし 

 

１．試験方法 

1) １区面積・反復数・試験区の配置：１区面積は９㎡以上、畦数は４畦以上とし、両端２畦は収量調査の対

象から除く。試験区の配置は原則として３反復とする。 

2) 播種期：作型により以下の時期を目安とする。 

① 二期作一作目；３月下～４月上旬、平均気温１０℃に達する頃。 

② 普通作；４月中旬～５月中旬。 

③ 遅まき；５月下旬～７月上旬。 

④ 二期作二作目：７月中旬～８月上旬 

3) 施肥量及び施肥法：おおよその基準は次の通りとする。 

 Ｎ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 

基肥 １０kg/10a １５kg/10a １０kg/10a 

追肥（５～６葉期）  ６kg/10a     －  ５kg/10a 

4) 播種法及び播種量（栽植密度）：点播とし、播種量は作型によるが１０ａ当たり６０００～７０００粒（畦

幅 70～75cm×株間 20cm前後）を目安とする。 

5) 収穫時期と収穫方法：収穫時期は、標準品種の黄熟期を目安とする。刈り取り高さは地際より約５ｃｍと

する。 

6) その他の栽培管理：病害虫の防除、除草などは必要に応じて行う。 
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２．調査項目及び調査基準 

１）生育調査 

番

号 

調査項目 調査基準 調査法 表示法 最小桁 備  考 

調査 平均 

1 発芽期 播種種子の 50%以

上が出芽した日。 

観察 月日 1 1 必要があれば播種前後の圃場の状態

並びに気象を付記する。 

2 初期生育 極良を 9、中を 5、極不

良を 1とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 調査時期は、未展開葉を含めて 6～10

葉期とする。 

3 収穫時の生

育ステージ 

収穫時の生育ステ

ージを下記のよう

に区分する。 

未乳熟期、乳熟期、

糊熟期、黄熟期、

完熟期。 

観察    未乳熟期：ほぼ全個体について大半の

穀粒が水状物を圧出する。 

乳熟期：ほぼ全個体について 75%の穀

粒が乳状物を圧出する。 

糊熟期：ほぼ前個体について 75%の穀

粒が糊状物を圧出する。 

黄熟期：ほぼ全個体について大半の穀

粒が糊状物を圧出しえないほ

ど硬化。 

完熟期：ほぼ全個体について大半の穀

粒が硬化。 

4 稈長 地際より雄穂穂首

までの長さ。 

測定 cm 1 0.1 生育中庸な 5 個体以上を測定する。調

査時期は収穫直前とする。 

5 倒伏 被害程度と被害面積に応じて被害割合

を観察により%単位で表す。 

観察 % 1 0.1 調査は収穫直前に行う。倒伏個体とは

垂直より30度以上傾いた個体をいう。 

6 折損 被害程度と被害面

積に応じて被害割

合を観察により%

単位で表す。 

観察 ％ 0.1 0.1 調査は収穫直前に行う。折損個体とは、種

稈の最上位雌穂着生節の直上位節間以下の

折損個体で虫害によらないものをいう。倒

伏と折損が同じ個体に見られる場合は、折

損個体に数え、倒伏個体には数えない。 

7 病害 

 

被害程度と被害面

積に応じて無を1、

甚を 9 とする評点

法。 

観察 1～9 1 0.1 種類別(ごま葉枯病、南方さび病、黒穂病、

すじ萎縮病、モザイク病、根腐病、紋枯病

等)に分けて調査する。調査時期を付記す

る。具体的基準は後出参考資料参照。 

8 虫害 同上。 観察 1～9 1 0.1 虫害の種類を付記する。 

9 その他の障害 同上。 観察 1～9 1 0.1 干害、湿害など。 

２）収穫調査 

番

号 

調査項目 調査基準 調査法 表示法 最小桁 備  考 

調査 平均 

10 

 

生茎葉重 ａ当たりの生茎葉

の重量 

秤量 

算出 

kg/a 

 

1 

 

1 

 

周辺効果の認められない中央部を対象に、欠株と

その前後の個体及び補植個体を除き、無雌穂個

体、倒伏・折損個体を含めて連続する 18 個体以

上を刈り取る。生総重を秤量した後、茎葉と雌穂

に分ける。生雌穂重は子実の着粒が全く認められ

ない完全不稔雌穂を除いて秤量し、生茎葉重（生

総重－生雌穂重）によって算出する。 

11 

 

生雌穂重 

 

ａ当たりの生雌穂

の重量。 

秤量 

算出 

kg/a 

 

1 

 

1 

 

12 生総重 ａ当たりの地上部

の生総重量。 

算出 kg/a 1 1 

13 乾物茎葉重 ａ当たりの乾物茎

葉の重量。 

秤量 

算出 

kg/a 0.1 0.1 約 1kg 程度を秤量し、熱風乾燥後秤量して（茎

葉）乾物率を求め、生茎葉重×乾物率で算出する。 

14 乾物雌穂重 ａ当たりの乾物雌

穂の重量。 

秤量 

算出 

kg/a 0.1 0.1 収穫した生体雌穂全部を熱風乾燥後秤量して乾

物率を求め、生体雌穂重×乾物率で算出する。 

15 乾物総重 ａ当たりの地上部乾

物の総重量。 

算出 kg/a 0.1 0.1 乾物茎葉重＋乾物雌穂重。 

16 乾物中雌穂率 乾物雌穂の乾物総重に対する割合。 算出 kg/a 0.1 0.1 乾物雌穂重÷乾物総重×100。 

17 乾物率 共通事項の試験方

法を参照。 

秤量 

算出 

％ 0.1 0.1 刈り取り時に行い、秤量は g単位。 
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ソルガム（スーダングラスを含む） 

 

１． 試験方法 

1)１区面積・反復数・試験区の配置：１区面積は９㎡以上とする。試験区の配置は３反復とする。 

2)播種期：５月上～中旬、平均気温１６～１７℃に達する頃を目安とする。 

3)播種法及び播種量：おおよその基準は次の通りとする。 

 Ｎ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 

基肥 １０kg/10a １５kg/10a １０kg/10a 

追肥（５～６葉期）  ６kg/10a     －  ５kg/10a 

追肥（刈り取り後）  ７kg/10a     －  ６kg/10a 

4)試験地の標準耕種法によるが、作型、タイプにより下記を目安とする。 

①サイレージタイプ（１～２回利用）；条播の場合は１０ａ当たり１～２ｋｇを条間６０～８０ｃｍに条

播、散播の場合は１０ａ当たり２～３ｋｇとする。 

②青刈りタイプ、スーダングラス（多回利用）；条播の場合は１０ａ当たり２～４ｋｇを条間５０～６０

ｃｍに条播する。散播の場合は１０ａ当たり６～８ｋｇとする。 

5)収穫時期と収穫方法： 

①サイレージタイプ（１～２回利用）；収穫時期は標準品種の乳熟～糊熟期を目安とする。刈り取り高さ

は地際より約１０ｃｍとする。 

②青刈りタイプ、スーダングラス（多回利用）；標準品種の出穂初期を目安とする。また、刈り取り高さ

は地際より約１０ｃｍとする。刈り取り回数は２～３回とする。 

6)その他の栽培管理：病害虫の防除、除草などは必要に応じて行う。 
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２．調査項目及び調査基準 

１）生育調査 

番

号 

調査項目 調査基準 調査法 表示法 最小桁 備  考 

調査 平均 

1 発芽期 播種種子の 50%以

上が出芽した日。 

観察 月日 1 1 必要があれば播種前後の圃場の状態

並びに気象を付記する。 

2 初期生育 極良を 9、中を 5、極不

良を 1とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 調査時期は、播種後 30～40 日とする。 

3 収穫時の生

育ステージ 

収穫時の生育ステ

ージを下記のよう

に区分する。 

止葉抽出前、止葉、

出穂始、出穂期、

開花期、未乳熟期、

乳熟期、糊熟期、

完熟期。 

観察    止葉抽出前：ほぼ全茎の止葉が抽出し

ていない。 

止葉期：ほぼ 50%の茎の止葉が抽出。 

出穂始：1 区当たり 3～5 本の茎が出

穂。 

出穂期：ほぼ 50%の茎が出穂。 

開花期：ほぼ 50%の茎が開花。 

未乳熟期：ほぼ全個体について大半の

穀粒が水状物を圧出する。 

乳熟期：ほぼ全個体について 75%の穀

粒が乳状物を圧出する。 

糊熟期：ほぼ前個体について 75%の穀

粒が糊状物を圧出する。 

完熟期：ほぼ全個体について大半の穀

粒が硬化。 

4 再生の良否 極良を 9、中を 5、極不

良を 1とする評点法。 

観察 1～9 1 0.1 調査時期は刈り取り収穫後 7～10 日

とする。 

5 草丈 

 

(簡便法) 

 

地際より最頂端ま

での長さ。 

(刈取部より最頂

端までの長さ。) 

測定 

 

〃 

cm 

 

〃 

1 

 

〃 

0.1 

 

〃 

試験区内の生育中庸な 5カ所を測定す

る。調査時期は収穫直前とする。 

（収穫物より生育中庸な 5茎を測定す

る。） 

6 倒伏 被害程度と被害面

積に応じて被害割

合を観察により%

単位で表す。 

観察 % 1 0.1 調査は収穫直前に行う。倒伏個体とは

垂直より30度以上傾いた個体をいう。 

7 病害 

 

被害程度と被害面

積に応じて無を1、

甚を 9 とする評点

法。 

観察 

 

1～9 

 

1 0.1 種類別に分けて調査する。調査時期を

付記する。具体的基準は後出参考資料

参照。 

 

8 虫害 同上。 観察 1～9 1 0.1 害虫の種類を付記する。 

9 その他の障害 同上。 観察 1～9 1 0.1 干害、湿害など。 

 

２）収穫調査 

番

号 

調査項目 調査基準 調査法 表示法 最小桁 備  考 

調査 平均 

10 

 

生草収量 ａ当りの生草の重

量 

秤量 

算出 

kg/a 

 

1 

 

1 

 

刈り取り番草ごとに調査する。 

周辺効果の認められない中央部を対

象に刈り取り、直ちに秤量し、ａ当た

りに換算して示す。 

11 乾物率 共通事項の試験方

法を参照 

秤量 

算出 

% 0.1 0.1 刈り取り時に行い、秤量は g単位。 

12 乾物収量 ａ当りの乾物の重

量 

秤量 

算出 

kg/a 0.1 0.1 生草収量×乾物率で算出 
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参考資料 (瑠定基準 )
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2,病害

1)ごま葉枯病およびすす紋病判定基準         '

1:病班が認められない

3:下位葉に数個の明確な病班が認められる

5:下位葉に多数の病班、中位葉に数個の病班が認められる

7:下位葉、中位葉に多数の病弱歴、上位葉にも病班が認められる
9:すべての葉に多数9病班、ときに成熟前枯死状態

(上記基準の中間と判断される場合には、2、 4、 6、 8とする)

参考図

7

2)きび病および南方きび病判定基準

1:病班が認められない

3:病班が約 3分の 1の葉に認められる

5:病班が約 3分の2の葉に認められる

7:病班がすべての葉に認められる

9,すべての葉が結死直前で、一部に結死葉が認められる

(上記基浮の中間と判断される場合には、2、 4、 6、 8とする)

531 9
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Xデ ター ジ ェ ン ト分析 に よる飼 料 評価 法

1ま じ め 〔こ

農林水産省農林水産技術会議事務局により研究の進歩に応じた日本標準飼料成分表の改訂版が1995年に

公表となった。これに連動して、飼養形態の多様化.牛の能力向上等に対応した飼養標準が家畜飼養標準

検討会において見直され、日本飼養標端乳用牛 (19944司D、 同肉用牛 (1995年版)が発行の運びとなっ

た。今回公表された日本標準飼料成分表は新にデタージェント維持等の項目が追加されている。そこで4

これらを正しく理解し、有効に活用するにあたり従来の飼料分析に基づく評価法の相違点とその懸命につ

いて解説する。

1.従 来の飼料価の評価法

比較的合量の多い飼料成分を6種類のグループに分けて分析するので近似分析とも称されるよ本格は飼

料の成分上の特徴が容易に把握できるので広く用いられているが、この場合、組織維は植物体の不消化部

分を表し、可溶無窒素物は可消化部分を表すという考えを基礎にしているので表1に示したように繊維質

が組織維に回収されず、一方消化されないリグニンと消化の悪いヘミセルロースが可溶無窒素区分に入る

という欠点をもっている。

表1` 飼料の6成分と包含物質

般 分 析 成 分 各 成 分 包 含 物 質

揮発物質

乾物

「固形物」

(DM)

純蛋白質

非蛋白質窒素化合物

単純、複合脂質、1脂肪酸

ステロール類卜油溶性色素

セルロース (大部分)

ヘミセルロース、リグエン (一部分)

可溶無窒素物 (WSC)
ヘミセ)レコース、リグエン (一部分)

ベクテン、有穫詮

タンニン、水溶性色素、その他

純灰分

有機物残査

水
分本

粗蛋白質

(CP)

可溶無窒素物

(NFE)

粗脂肪

(EE)

組織維

(CF)

有機物

(OM)

粗灰分

(CAsh)
無機物
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2. デタージェント分析による飼料価9評価法

反す う家畜 (ruminant)は、高等動物の利用できない植物織維をエネルギー源として活用する能力を

もち、かつ正常な生理的活動を営むためには一定の繊維質を必要とする。また、甲時にこのことが乳・肉

生産を問わず合理的な大寡畜飼養に際しての重大なポイントとなる。

近年は、さうに線繊維を適正に表示される組織維にかわる分析法が要望され、VAN SOE〔■によって

デタージェン ト法が開発 された。本法の特徴は化学成分値を系統的に分類したものでななく、栄養的な類

似した性質を持つ物質群を■Pのかたまりとして捕らえられるところにある。具体的には表2に示すとお

り飼料の有機物を中性デタィジエント可溶細胞内容物 (CC i Ceu content)と 、これに不溶?細胞壁構成

物 (CW:Ce工 Wa11)に大別する。この場合CC中 に含まれる糖および澱粉等は非構造炭水化物に分離し

CWはさらに酸性デタージエント走可溶のヘミセルロースとこれに不溶のセルE―ス及びリグニン等に分

け、この物質を全てCW中に包挿させて栄養的均一性を重視することで従来のo成分評価と比較して組織

維及び可溶桂無空素物の持つ欠陥を克服レ織帯をより具体化したものである。

また、盪性デタージエント繊維 (ハDFiacとd detergent iber)の 飼料の可消化乾物とエネルギー利用

率を推定し、中性デタージエント(NDF:neutttl detergent aber)は 乾物摂取量の推定に役立つ。本法は

NRC飼養標準及び上述した日本標準飼料成分表にも採用されている。 ,

表21 デタージエント分析法による車の組成とその利用性

中性デタージエント処理

(ND処理)

反すう家畜の利用

実質完金利用

CC

ND可溶部

(細胞内容物〉

実質完全利用

部分的利用

，

　

　

，

　

　

″

高度利用

″

CW

ND不溶部

(細胞壁物質 )

NDE

部分的利用

不消化

″

″

　

　

″

　

　

″

組  成
酸性デタージェント処理

(AD処理)

指質

糖、有機物

水浴性物質

澱粉

非査白態窒素

可溶性蛋白質

ペクテン

ヘミセルロースAD不溶部

セ)レロース

リグニン (ADL)
リグニン化窒素

化合物

熱変性蛋自質

ケラチン

シリカ

AD不 溶部

ADF
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『さあ、放牧を始めよう』 

農林水産省ホームページ『放牧の部屋』  

肉用牛放牧の手引き(近畿農政局)より抜粋 
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（図参照）。 
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草地、飼料作物土壌について 

 

草地(改良基準) 

項目＼対象地目 
草地 

非火山灰土 火山灰土 

作土の厚さ(cm以上） 20 20 

主要根群域の深さ(cm以上） 30 30 

有効根群域の最大ち密度(mm以下） 18～22 18～22 

地下水位(cm以下） 60 60 

pH（H₂O） 5.5～6.0 5.5～6.5 

陽イオン交換容量(me/乾土 100g以上） 12 20 

交換性塩基

（乾土 100g

当たり） 

CaO（mg(me)以上） 170(5.0) 250(7.0) 

MgO（mg(me)以上） 20(1.0) 20(1.0) 

K₂O（mg(me)以上） 20～35(0.4～0.7) 20～35(0.4～0.7) 

陽イオン飽和度(%) 50～80 50～80 

石灰飽和度(%) 40～70 40～70 

塩基組成：CaO：MgO：K₂O（当量比） (65～75）：(20～25)：(2～10) 

可給態リン酸（mg/100g） 10～50 10～50 

腐植（％以上） 2 5 

EC（作付前 1:5）（dS m－1）以下 0.3 0.3 

 

飼料作物(改良基準) 

項目＼対象地目 
飼料作物畑 

非火山灰土 火山灰土 

作土の厚さ(cm以上） 25 25 

主要根群域の深さ(cm以上） 30 30 

有効根群域の最大ち密度(mm以下） 22 22 

地下水位(cm以下） 60 60 

pH（H₂O） 5.5～6.5 5.5～6.5 

陽イオン交換容量(me/乾土 100g以上） 12 20 

交換性塩基

（乾土 100g

当たり） 

CaO（mg(me)以上） 140(5.0) 200(7.0) 

MgO（mg(me)以上） 20(1.0) 20(1.0) 

K₂O（mg(me)以上） 20～40(0.4～0.8) 20～40（0.4～0.8) 

陽イオン飽和度(%) 50～80 40～70 

石灰飽和度(%) 40～60 30～50 

塩基組成：CaO：MgO：K₂O（当量比） (65～75）：(20～25)：(2～10) 

可給態リン酸（mg/100g） 10～75 10～100 

腐植（％以上） 2 5 

EC（作付前 1:5）（dSm－1）以下 0.3 0.3 

 

(土壌管理) 

1)イネ科牧草の好適 pHは 6.0、マメ科牧草ではやや高く 6.5前後である。塩基飽和度は 50～80%で良

好に生育する。 
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2)草地造成では、土壌診断に基づき土壌反応の矯正を行う。また、造成後、収量低下を招いている圃

場では、酸性化が原因となっている場合があるので注意する。定期的な土壌診断が必要である。 

 

3)黒ボク土又は褐色森林土ではリン酸吸収係数の高い土壌が多いので、リン酸質肥料も施用を検討す

る。併せて、マグネシウム(苦土)も牧草の生育のみならず、家畜の栄養としても重要であるので施

用を検討する。いずれも、土壌診断に基づき適正量施用する。 

 

4)たい肥は、造成・更新の時期に施用することが多い。更新に際しては、深耕を行い、20～35cm程度

に反転耕起し、牧草残根などが鋤込むが、その際に、同時施用する。 

 ふん尿(特に尿)は加里含量が比較的高いのでカリ過剰にならないように注意する。 

 また、ふん尿の多量施用は、環境への負荷等が大きいので行わない。 

 

 

 

家畜ふんたい肥の活用について 

 

(1)家畜ふんたい肥の施用効果 

  家畜ふんたい肥等の有機物施用は、土壌の団粒化促進などの物理性改善、窒素、リン酸、加里や

微量要素などの養分の持続的な供給や土壌中の微生物活性の促進など土づくりの基本技術であり、

また、地域の有機性資源の循環による資源循環型農業を推進する点からも重要である。しかし、た

い肥は多種多様であり、施用効果に差が認められることから、腐熟度や肥料成分等を考慮した施用

が必要である。また、施用量が多すぎると生育・品質に支障をきたしたり、窒素の地下水などへの

流亡等環境に負荷をかけることも懸念されるので、土壌診断を実施し適正な施用を図る必要がある。 

 

表 たい肥の施用効果と他の地力維持改良対策の比較 

地力 

構成 

要素 

地力維持改良

／対策 

化学 無機 客土 

輪作 

たい肥 

  改良 ・ の 

肥料 資材 深耕 施用 

化学性 

養分供給 ○ △ △ △ ○ 

保肥力 × △ △ × ○ 

pH改善 × ○ △ × △ 

物理性 

保水性 × △ △ × ○ 

通気性（透水

性） 
× △ ○ × ○ 

易耕性 × △ ○ △ ○ 

生物性 

有用菌増加 × × × △ ○ 

有機物分解 × × × × ○ 

病気の抑制 × × △ ○ △ 

 

(2)たい肥の種類と特性 

･牛ふんたい肥 

他の家畜ふんたい肥と比べて、窒素成分が低く土壌での分解が遅い。牛ふん中にリグニン含量が多い

からである。籾殻・稲ワラ牛ふんたい肥は土壌の物理性改善に有効である。 
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 ･豚ぷんたい肥 

 土壌に施用した場合、牛ふんよりも分解が早いが鶏ふんより遅く、これらの中間的な性質を示し、

肥効的効果と土壌有機物としての効果が半々に期待できる。 

 ･鶏ふんたい肥 

 牛ふんたい肥、豚ぷんたい肥に比べると速効性である。肥効的価値は主に窒素にあり、カリウム、

リン酸も多く含まれるが、リン酸は水溶性のものが少ないので、効きはあまりよくない。採卵鶏ふ

んたい肥はブロイラー鶏ふんに比べると窒素、リン酸、加里、特に、石灰含量が多いのが特徴であ

る。 

 

表 家畜ふんたい肥の成分組成 

  pH EC 全窒素 全炭素 C/N比 
アンモ

ニア 
リン酸 加里 発芽率 

    dSm－1 (%) (%)   (ppm) (%) (%) (%) 

乳牛 8.6 2.6 2.2 37.6 18.1 307 1.6 2.7 98 

肉牛 8.1 2.5 2.1 39.1 19.8 626 2.2 2.5 98 

豚 8.3 3.5 3.4 36.7 11.9 1466 5.1 2.5 96 

鶏 9 4.8 2.8 28.9 11.1 1239 5.1 3.6 93 

数字は乳牛：90箇所(水分 52%)、肉牛：89箇所(水分 53%)、豚：49箇所(水分 38%)、鶏：55箇所(水分

25%)の平均 

 

(3)家畜ふんたい肥の腐熟度 

  たい肥化の程度を腐熟度といい、未熟なたい肥の施用は作物に障害を招きやすい。おが屑等を含

む高 C/N比の高いたい肥では、たい肥の分解に伴い微生物が急激に増加し、施用された無機態窒素

が菌体に取り込まれることによって、作物は施肥窒素を吸収できずに窒素飢餓を起こす。また、鶏

ふんのような低 C/N比の有機物では、急激な分解に伴いアンモニアガスや亜硝酸ガスなどの窒素ガ

スが発生し、作物にクロロシスや黄白化等の障害を引き起こす。また、木質を含む有機物ではフェ

ノール性酸、家畜ふんでは有機酸等の生育阻害物質による障害がある。この他、未熟有機物を施用

すると、タネバエ等の虫害やピシウム菌等による病害を引き起こしやすくなるので注意が必要であ

る。 

  従って、たい肥の施用に際しては、完熟たい肥を施用する必要がある。下記に簡易な外観による

判定法と測定による簡易腐熟度判定法を示す。 

 

①外観品質 

外観品質は表により判断される。 

 

表 家畜ふんたい肥の外観品質評価 

色 黄～黄褐色(2)、褐色(5)、黒褐色～黒色(10) 

形状 現物の形状をとどめる(2)、かなりくずれる(5)、ほとんど認めない(10) 

臭気 糞尿臭強い(2)、糞尿臭弱い(5)、たい肥臭(10) 

水分 

強く握ると指の間からしたたる・・・70%以上(2) 

強く握ると手のひらにかなりつく・・・60%前後(5) 

強く握っても手のひらにあまりつかない・・・50%前後(10) 

最高温度 50℃以下(2)、50～60℃(10)、60～70℃(15)、70℃以上(20) 

たい積期間 家畜糞だけ・・・20日以内(2)、20日～2ヵ月(10)、2ヵ月以上(20) 
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作物収穫残さとの混合物・・・20以内(2)、20～3ヵ月(10)、3ヵ月以上(20) 

木質との混合物・・・20日以内(2)、20～2ヵ月(10)、2ヵ月以上(20) 

切り返し回数 2回以下(2)、3～6回、7回以上(10) 

強制通気 なし(0)、あり(10) 

注）（）は点数 これらの点数を合計し、未熟(30点以下)、中熟(31～80点)、完熟(81点)以上 

 

②腐熟度判定 

 ･幼植物検定(コマツナの発芽率)・・・85%以上の発芽で問題なし。 

 ･酸素消費量測定(コンポテスターによる測定)・・・3μg/min/g以下で問題なし。 

 ･C/N比・・・土壌に施用されるたい肥の CN比が高いと(20以上)、分解の際に土壌中の無機態窒素

が微生物に利用され、作物は窒素飢餓となる可能性がある。また、C/N比が低いと(10以下)、無機

態窒素がたい肥から急激に放出されて作物に供給されるので注意する。 

 

○バークたい肥の品質基準 

  広葉樹や針葉樹の樹皮に鶏ふんや尿素などの窒素源を添加して、長期間たい積発酵させたたい肥

である。全国バークたい肥工業会が製品の品質基準を左表により定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)たい肥等の有機物施用技術 

・普通作 

  普通作物は、牛ふんたい肥 1t/10a、豚、鶏ふんたい肥は 0.3t/10aを目安とする。 

表 作物別有機質資材施用基準                      (10a当たり) 

作物名 
おが屑混合 畜ふんたい肥 

乾燥鶏ふん 
稲わら 

たい肥 
生わら 

畜ふんたい肥 牛ふん 豚・鶏 

普通作 畑 1t 1t 0.5t 0.3t 1t 0.5t 

飼料作物 3～4t 3～4t 1～3t 1～1.5t     

*たい肥等の標準的な施用量は、地力の維持・増進の観点に加え、有機物資源の循環利用の促進の観点

を踏まえる。 

*地域での施用に際しては、地域の気象条件、土壌条件、作型、品種等を考慮して調整する。 

*樹園地については、たい肥の施用が困難な場合、敷きわら等により有機物の供給を図ることとする。 

                             (神奈川県及び国の地力増進基本指針) 

表 バークたい肥の品質基準   注）乾物当たり 

項目 範囲 

有機物含量 70%以上 

全窒素含量(N) 1.2%以上 

全リン酸含量(P2O5) 0.5%以上 

全カリ含量(K2O) 0,3%以上 

C/N比（炭素率） 35以下 

pH 5.5～7.5 

陽イオン交換容量(CEC) 70mq/100g 

含水率（水分） 60±5% 

幼植物試験（コマツナ法） 異常を認めない 
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(5)家畜分たい肥利用による施肥量の節減 

  地域内の家畜ふんたい肥等を有効に活用することで、施肥量の節減が可能である。家畜ふんたい

肥はリン酸や加里の供給効果は高いが、窒素のコントロールが難しいため、基肥の一部代替を中心

として利用する。 

 

○肥料的効果を考慮した家畜ふんたい肥の施用量の算出 

 ①施用する圃場の土壌診断を行う。栽培する品目の施肥量を確認する。 

 ②施用する家畜ふんたい肥の成分含量を表示等で確認する。 

 ③下記表を参考に、施用する家畜ふんたい肥の肥効率を選定する。 

 ④基肥として利用する肥料の代替率を決める。代替率は環境負荷、農作物への品質への影響を考慮

して、基肥窒素施用量の 30%程度までを代替する施肥量を目安とする。 

 ⑤下記表により、窒素施用量を決定する。 

 ⑥⑤で求めた家畜ふんたい肥施用量で窒素以外の成分の有効成分量(リン酸、加里等：たい肥施用量

(kg/10a)×たい肥の対象成分含量(%)/100×対象成分の肥効率(%)/100)を計算する。 

 ⑦⑥の結果、設定した基肥施用量を上回っている成分がある場合には、その成分が過剰にならない

ように、その代替率の上限を 100%にして家畜ふんたい肥量を再計算する。 

 ⑧不足する肥料成分を補う化学肥料の量を計算する。 

 ⑨施用に際しては、土壌診断結果、これまでの栽培経験等を参考に十分な検討を行う。 

 

表 家畜ふんたい肥の肥効率の目安    －黒ボク露地野菜対象（千葉県）－ 

家畜ふん堆肥

の種類 

たい肥の全窒素含有率(%) たい肥の肥効率(%) 

乾物当たり 現物当たり N P2O5 K2O 

鶏ふん堆肥 

0～2 0～1.6 20 80 90 

2～4 1.6～3.2 50 80 90 

4～ 3.2～ 60 80 90 

豚ぷん・牛        

ふん堆肥 

0～2 0～1.6 10 80 90 

2～4 1～2 30 80 90 

4～ 2～ 40 80 90 

 

表 肥料的効果を考慮した家畜ふんたい肥施用量の計算方法 

 

  家畜ふんたい肥（kg/10a）＝ 

 

                代替率（％）       １００          １００ 

 必要基肥窒素量（kg/10a）×        ×             ×   

                 １００     たい肥の窒素含有率（％）  肥効率（％） 

 

 

註)家畜ふんたい肥は完熟たい肥を施用する。未熟なたい肥の施用や長年多量施用は、農作物に病害虫

や生理障害の発生、また、土壌中にリン酸や加里、銅、亜鉛などの集積を招くことが懸念されるの

で注意する。 
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